
四
九

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

335

　

ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ
ン
州
国
立
博
物
館
群
の
一
つ
で
あ
る
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館

（G
R

A
SSI M

useum
 für V

ölkerkunde zu Leipzig

）
は
、
一
八
六
九
年
設
立
、
世
界
中
の
文
化
財

約
二
〇
万
点
を
収
蔵
し
、
そ
の
中
に
日
本
の
美
術
工
芸
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る

「
酒
呑
童
子
絵
巻
」
は
明
治
十
~
十
五
年
（
一
八
七
七
~
八
二
）
に
来
日
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
医
師

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ー
ト
・
シ
ョ
イ
ベ
（
一
八
五
三
~
一
九
二
三
）
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た）

1
（

。
全
六
巻
、
詞

書
五
〇
段
、
絵
四
九
段
か
ら
な
る
絹
本
著
色
の
荘
厳
な
絵
巻
で
、
保
存
状
態
も
良
好
で
、
惜
し
み

な
く
使
わ
れ
て
い
る
極
彩
色
の
絵
具
も
健
全
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
。
第
一
・
二
・
四
・
五
巻
の

巻
末
に
は
、「
藤
原
」
白
文
方
印
と
、「
无
畫
期
」
朱
文
鼎
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
（
挿
図
1
）、
第
三
・

六
巻
の
巻
末
に
は
、
こ
れ
ら
の
二
印
と
と
も
に
「
住
吉
内
記
藤
原
廣
行
画
」
の
款
記
が
あ
る
こ
と

か
ら
（
挿
図
2
）、
こ
の
絵
巻
が
住
吉
廣
行
（
一
七
五
五
~
一
八
一
一
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。「
住
吉
流
従
始
祖
画
伝
由
緒
書）

2
（

」に
よ
れ
ば
、
住
吉
廣
行
が
天
明
六
年（
一
七
八
六
）に
、

徳
川
家
第
十
代
将
軍
・
家
治
の
養
女
で
あ
っ
た
種
姫
（
一
七
六
五
~
九
四
）
が
、
紀
州
徳
川
家
第

十
代
藩
主
・
治
宝
（
一
七
七
一
~
一
八
五
三
）
に
嫁
い
だ
際
の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
酒
呑
童
子
絵

研

究

資

料

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」

�
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

江

村

知

子

巻
六
巻
を
描
い
た
と
さ
れ
、
本
作
品
が
そ
れ
に
あ
た
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
三
巻
と
第
六

巻
に
落
款
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
巻
は
前
・
後
編
三
巻
ず
つ
で
構
成
す
る
意
図
が
制
作
当
初

か
ら
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
前
半
で
酒
呑
童
子
が
生
ま
れ
た
経
緯
と
鬼
に
な
る
ま
で

を
表
し
、
後
半
で
勅
を
受
け
た
源
頼
光
に
よ
っ
て
酒
呑
童
子
が
成
敗
さ
れ
平
和
な
世
の
中
が
訪
れ

る
と
い
う
様
子
が
描
か
れ
る
。
後
半
三
巻
は
狩
野
元
信
筆
「
酒
傳
童
子
絵
巻
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
蔵
）
な
ど
狩
野
派
の
作
例
と
の
共
通
点
も
散
見
さ
れ
る
。
本
作
品
は
著
名
な
物
語
に
、
鬼
が
鬼

と
な
る
ま
で
の
経
緯
を
前
半
と
し
て
加
え
、
鬼
退
治
の
物
語
を
完
備
さ
せ
た
よ
う
な
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
前
半
の
物
語
は
、「
伊
吹
童
子）

3
（

」
に
も
共
通
点
が
見
出
せ
る
が
、
六
巻
構
成
の
絵
巻
物

が
本
作
品
よ
り
前
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
一
方
、
本
作
品
か
ら
派
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
廣
行
の
子
の
住
吉
弘
尚
（
一
七
八
一
~
一
八
二
八
）
が
描
い
た
「
酒
呑

童
子
絵
巻
」（
根
津
美
術
館
蔵
）
八
巻
で
あ
る
（
以
下
、
根
津
本
）。
六
巻
と
八
巻
と
い
う
違
い
は
あ

る
が
、
合
計
四
九
段
の
絵
で
構
成
さ
れ
る
点
は
共
通
し
、
詞
書
、
図
様
と
も
多
少
の
相
違
点
は
あ

る
も
の
の
、
全
体
的
に
は
共
通
点
が
多
く
、
本
作
品
と
根
津
本）

4
（

に
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
た
だ
し
、
本
作
品
が
天
明
六
年
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
と
、
弘
尚
は
当
時
五
歳
に
あ

た
る
た
め
、
直
接
模
写
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
詳
細
な
縮
図
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お

根
津
本
は
、
加
賀
前
田
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
売
立
目
録
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る）

5
（

。
ま
た
本
作
品

の
詞
書
は
、
前
半
と
後
半
で
筆
跡
が
異
な
り
、
二
人
の
人
物
に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る）

6
（

。
詞
書
筆
者
に
つ
い
て
、
後
半
に
つ
い
て
は
、
廣
行
ら
が
絵
を
描
い
た
「
東
照
宮
縁
起
絵

巻
」（
名
古
屋
東
照
宮
蔵
）
の
詞
書
筆
者）

7
（

で
、
幕
府
の
書
道
師
範
で
あ
っ
た
森
尹
祥
が
想
定
さ
れ
る
。

詳
細
は
稿
を
改
め
て
考
察
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
本
作
品
は
日
本
国
内
に
お
い
て
初
め
て
紹
介
す

る
作
品
で
あ
る
た
め
、
各
巻
各
段
の
概
略
と
詞
書
の
翻
刻
を
示
す
。

挿図 2 　同　第 6 巻　
巻末 落款・印章

挿図 1 　住吉廣行筆「酒
呑童子 絵巻」第 1 巻　
巻末 印章
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五
〇

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

336

●
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
の
概
略

︻
第
一
巻
︼

・
第
一
段

　

こ
の
国
は
慈
悲
に
あ
ふ
れ
た
神
の
国
で
あ
り
、
平
和
な
世
の
中
で
あ
っ
た
が
、
嵯
峨
天
皇
（
在

位
八
〇
九
~
二
三
）
の
頃
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
怪
し
い
稚
児
が
現
れ
、
世
の
中
に
災
い
を
も
た
ら

し
て
い
た
。
こ
の
稚
児
は
伊
吹
明
神
が
近
江
の
郡
司
の
娘
に
産
ま
せ
た
子
供
で
あ
る
が
、
伊
吹
明

神
は
も
と
も
と
出
雲
の
八
岐
大
蛇
で
あ
っ
た
。
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
御
子
で
あ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
が
天
下
り
、
出
雲
を
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
山
中
か
ら
人
々
の
泣
く
声
が
す
る
た
め
、

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
不
審
に
思
い
、
訪
ね
て
み
る
と
、
国
神
の
ア
シ
ナ
ヅ
チ
と
テ
ナ
ヅ
チ
の
老

夫
婦
が
お
り
、
娘
の
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
が
今
宵
、
恐
ろ
し
い
八
岐
大
蛇
の
生
贄
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
語
ら
れ
る
。
絵
は
垂
髪
の
若
い
青
年
姿
の
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
山
中
を
進
む
様
子
、
辿

り
着
い
た
家
で
ア
シ
ナ
ヅ
チ
の
話
を
聴
く
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
、
泣
き
く
れ
る
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
老

婆
姿
の
テ
ナ
ヅ
チ
が
表
さ
れ
る
。

・
第
二
段
（
図
版
二
）

　

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
自
ら
が
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
た
ら
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
を
娶
ら
せ
て
ほ
し
い
と

申
し
出
て
、
老
父
母
は
娘
の
命
が
助
か
る
な
ら
ば
と
承
諾
す
る
。
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
大
量
の

酒
を
用
意
し
、
壺
の
中
に
そ
の
姿
が
映
る
よ
う
に
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
を
祭
壇
に
座
ら
せ
る
。
や
が
て
八

岐
大
蛇
が
現
れ
、
生
贄
は
壺
の
中
に
い
る
と
思
い
、
八
千
石
余
り
の
酒
を
飲
み
干
す
。
八
岐
大
蛇

が
酔
い
伏
せ
た
と
こ
ろ
を
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
佩
刀
し
て
い
た
宝
剣
で
斬
り
刻
み
、
そ
の
尾

の
中
か
ら
剣
を
見
出
す
。
こ
の
剣
を
天
叢
雲
と
名
づ
け
天
に
捧
げ
、
こ
の
剣
が
三
種
の
神
器
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
絵
は
山
間
の
川
の
ほ
と
り
に
、
酒
壺
八
個
が
置
か
れ
、
そ

の
上
方
に
設
え
た
祭
壇
に
座
す
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
が
十
二
単
の
よ
う
な
装
束
で
表
さ
れ
、
山
陰
か
ら
剣

を
構
え
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
、
川
の
上
流
か
ら
姿
を
現
す
八
岐
大
蛇
が
描
か
れ
る
。
酒
壺
の
中

に
は
、
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
顔
が
映
り
込
ん
で
い
る
。

・
第
三
段

　

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
は
出
雲
八
重
垣
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
神
と
な
っ
た
。
そ

の
後
八
岐
大
蛇
の
な
き
魂
は
近
江
の
伊
吹
山
に
宿
り
、
様
々
な
災
い
が
絶
え
な
か
っ
た
た
め
、
伊

吹
明
神
と
し
て
鎮
め
祀
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
霊
は
穏
や
か
に
な
っ
た
。
絵
は
山
間
の
川
に
架
け
ら

れ
た
橋
、
鳥
居
と
社
殿
が
表
さ
れ
、
参
詣

者
ら
し
い
三
人
の
男
性
た
ち
が
描
か
れ
る
。

・
第
四
段
（
挿
図
3
）

　

近
江
、
須
川
の
郡
司
は
、
四
十
歳
に
な

る
ま
で
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
よ

う
や
く
待
望
の
娘
が
生
ま
れ
、
そ
の
美
し

さ
か
ら
玉
姫
と
名
づ
け
、
将
来
は
帝
か
摂

政
に
嫁
が
せ
よ
う
と
、
深
窓
の
姫
君
と
し

て
大
切
に
育
て
、
十
六
歳
に
な
る
ま
で
そ

の
姫
君
の
姿
を
垣
間
見
る
者
は
な
か
っ

た
。
絵
は
富
み
栄
え
る
郡
司
の
邸
宅
が
表

さ
れ
、
門
口
で
は
食
事
の
支
度
を
す
る
家

来
た
ち
、
室
内
で
は
郡
司
夫
妻
に
囲
ま

れ
、
幼
い
玉
姫
が
草
紙
を
読
む
様
子
が
描

か
れ
る
。

・
第
五
段

　

玉
姫
は
琵
琶
湖
の
美
し
い
風
景
の
見
え

る
部
屋
に
住
み
、
姫
を
慕
う
者
な
ど
が
近

づ
か
な
い
よ
う
に
家
来
た
ち
は
厳
重
に
警

護
し
て
い
た
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
優

美
な
貴
公
子
が
玉
姫
の
と
こ
ろ
に
通
う
よ

う
に
な
っ
て
三
年
が
経
過
し
て
い
た
。
あ

る
夜
、
乳
母
が
玉
姫
の
寝
所
に
男
が
い
る

こ
と
に
気
づ
き
、
中
を
伺
っ
て
い
る
と
、

二
人
の
会
話
か
ら
玉
姫
が
そ
の
男
の
子
を

身
籠
っ
て
い
る
と
い
う
。
乳
母
は
狼
狽
し

て
玉
姫
の
母
に
事
の
次
第
を
告
げ
、
事
態

が
発
覚
す
る
。
絵
は
美
し
い
調
度
品
で
飾

挿図 3 　同　第 1 巻第 4 段
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五
一

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

337

ら
れ
た
玉
姫
の
寝
所
で
後
ろ
姿
の
男
性
が
添
い
寝
す
る
様
子
を
、
几
帳
、
屛
風
ご
し
に
垣
間
見
る

玉
姫
の
母
と
乳
母
が
表
さ
れ
る
。
部
屋
の
外
側
に
は
桜
の
咲
く
庭
、
す
や
り
霞
の
た
な
び
く
琵
琶

湖
の
風
景
が
幻
想
的
に
描
か
れ
、
帆
掛
船
、
唐
崎
の
松
、
浮
御
堂
な
ど
琵
琶
湖
の
景
物
が
添
え
ら

れ
る
。

・
第
六
段

　

一
夜
明
け
て
母
が
懐
妊
し
て
い
る
玉
姫
に
対
面
し
、
密
か
男
の
正
体
を
問
い
質
す
が
、
玉
姫
は

そ
の
男
の
名
も
知
ら
ず
、
三
年
前
の
春
の
夜
、
花
園
で
出
会
い
、
そ
れ
か
ら
夜
毎
に
通
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、
女
房
た
ち
も
そ
の
男
を
知
ら
な
い
と
い
う
。
絵
は
奥
の
部
屋
で
玉
姫
を

問
い
質
す
母
、
手
前
に
は
心
配
そ
う
に
見
守
る
女
房
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
る
。

・
第
七
段

　

父
の
郡
司
は
玉
姫
が
成
長
し
た
ら
高
貴
な
人
物
に
嫁
が
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
宿
願
も
破
れ

て
、
怒
り
悲
し
み
、
こ
れ
は
怪
物
の
仕
業
に
違
い
な
い
と
し
て
、
家
来
と
も
ど
も
武
装
し
て
玉
姫

の
寝
所
で
待
ち
構
え
て
い
る
と
、
煙
に
紛
れ
て
優
美
な
男
が
現
れ
た
。
郡
司
と
家
来
は
弓
を
引

き
、
太
刀
を
振
っ
て
立
ち
向
か
う
と
、
男
は
郡
司
の
胸
を
し
た
た
か
に
蹴
り
倒
し
て
姿
を
消
す
。

絵
は
玉
姫
の
寝
所
で
松
明
を
灯
し
、
弓
を
射
ろ
う
と
す
る
家
来
た
ち
の
上
空
で
、
瑞
雲
に
乗
る
衣

冠
姿
の
男
が
表
さ
れ
、
蹴
り
倒
さ
れ
た
郡
司
が
縁
側
か
ら
転
落
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

・
第
八
段

　

郡
司
は
胸
の
痛
み
が
日
毎
に
重
く
な
り
、
死
に
絶
え
そ
う
に
な
り
、
巫
女
を
呼
び
尋
ね
て
み
る

と
、
郡
司
の
病
は
伊
吹
明
神
の
祟
り
に
よ
る
も
の
で
、
伊
吹
明
神
の
社
に
参
詣
し
て
神
慮
を
鎮
め

れ
ば
命
は
助
か
る
と
い
う
。
郡
司
の
妻
が
社
殿
に
詣
で
る
と
、
伊
吹
明
神
は
自
ら
が
大
蛇
だ
っ
た

昔
に
想
い
を
か
け
た
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
に
、
玉
姫
が
よ
く
似
て
い
た
た
め
に
懸
想
し
て
契
り
を
交
わ
し

て
子
を
な
し
た
こ
と
、
玉
姫
を
自
分
の
も
と
に
送
り
妻
と
な
し
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
は
郡
司
夫

婦
に
授
け
る
の
で
養
育
す
る
よ
う
告
げ
る
。
絵
は
前
半
に
郡
司
の
館
に
巫
女
を
呼
ぶ
場
面
を
、
そ

の
先
に
伊
吹
明
神
の
社
殿
を
表
し
、
明
神
童
に
憑
い
た
伊
吹
明
神
の
託
宣
を
聴
く
巫
女
や
郡
司
の

妻
や
家
来
た
ち
を
描
く
。

︻
第
二
巻
︼

・
第
一
段

　

郡
司
の
妻
が
家
に
帰
る
と
、
ち
ょ
う
ど
玉
姫
は
男
の
子
を
産

ん
で
い
た
。
郡
司
が
病
み
伏
せ
て
い
る
寝
所
に
玉
姫
が
赤
子
を

抱
い
て
両
親
に
そ
の
姿
を
見
せ
る
。
郡
司
は
自
分
の
娘
が
伊
吹

明
神
の
寵
愛
を
得
て
子
ま
で
な
し
た
こ
と
も
知
ら
ず
、
神
に
弓

を
引
い
た
こ
と
を
恐
ろ
し
く
思
い
、
玉
姫
を
伊
吹
明
神
の
か
し

ず
き
と
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
絵
は
郡
司
の
寝
所
で
、
赤
い
布

に
包
ま
れ
た
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
男
の
子
を
玉
姫
が
抱
い
て
父

の
郡
司
に
対
面
さ
せ
る
場
面
を
表
す
。

・
第
二
段

　

伊
吹
明
神
の
瑞
垣
の
近
く
に
玉
姫
の
住
ま
い
を
造
り
、
玉
姫

は
両
親
や
慣
れ
親
し
ん
だ
人
々
と
別
れ
、
数
人
の
女
房
を
従
え

て
伊
吹
山
に
の
ぼ
る
。
そ
の
後
伊
吹
明
神
は
絶
え
ず
玉
姫
の
と

こ
ろ
に
通
い
、
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
た
。
絵
は
、
玉
姫
の
乗
っ

た
輿
が
伊
吹
山
を
の
ぼ
っ
て
い
く
様
子
と
、
や
が
て
伊
吹
明
神

の
社
の
前
に
建
て
ら
れ
た
玉
姫
の
い
つ
き
ど
こ
ろ
に
一
行
が
辿

り
着
く
様
子
が
表
さ
れ
る
。

・
第
三
段

　

玉
姫
の
産
ん
だ
赤
子
は
、
神
の
お
告
げ
に
よ
っ
て
郡
司
が
養

い
親
と
な
っ
て
育
て
、
も
と
よ
り
姿
形
す
ぐ
れ
賢
い
子
供
で

あ
っ
た
が
、
三
歳
の
頃
か
ら
酒
を
好
ん
で
飲
む
よ
う
に
な
り
、

酔
っ
て
は
狂
乱
し
、
十
歳
頃
か
ら
は
際
限
な
く
飲
む
よ
う
に

な
っ
た
。
郡
司
は
飲
酒
禁
断
の
掟
が
あ
る
比
叡
山
に
の
ぼ
ら

せ
、
学
問
の
道
に
進
む
こ
と
を
提
案
す
る
と
、
童
子
も
伝
教
大

師
を
師
と
し
て
学
び
た
い
と
決
心
す
る
。
絵
は
邸
内
で
郡
司
と

童
子
が
対
面
す
る
場
面
を
表
す
。

・
第
四
段
（
挿
図
4
）

挿図 4 　同　第 2 巻第 4 段
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こ
の
頃
は
弘
法
大
師
、
伝
教
大
師
が
唐
に
渡
り
仏
教
が
興
隆
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
郡
司
は

童
子
を
連
れ
て
比
叡
山
に
の
ぼ
り
、
対
面
し
た
伝
教
大
師
は
、
こ
の
童
子
に
は
人
と
は
異
な
る
相

が
あ
り
、
と
も
す
る
と
魔
境
に
堕
ち
る
か
も
し
れ
な
い
と
告
げ
、
禁
酒
の
戒
を
授
け
弟
子
に
し

た
。
童
子
は
そ
れ
か
ら
大
師
の
も
と
で
勉
学
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
。
絵
は
前
半
に
数
人
の
家
来

を
従
え
て
山
道
を
の
ぼ
っ
て
い
く
郡
司
と
童
子
を
、
後
半
に
伝
教
大
師
と
童
子
が
対
面
す
る
様
子

を
描
く
。

・
第
五
段

　

宮
中
に
慶
事
が
あ
り
、
そ
れ
を
祝
す
た
め
に
多
く
の
人
々
が
舞
な
ど
諸
芸
を
披
露
し
て
い
た
。

東
大
寺
や
興
福
寺
な
ど
の
寺
院
か
ら
も
踊
り
が
奉
ら
れ
て
お
り
、
比
叡
山
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
踊

り
に
す
べ
き
か
山
内
の
大
衆
が
集
ま
り
協
議
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
童
子
は
当
山
が
京
都
の
鬼
門
に

あ
た
る
た
め
、
鬼
の
面
を
つ
け
て
鬼
踊
り
を
奉
る
べ
し
と
提
案
し
、
そ
の
案
に
決
ま
る
。
童
子
は

七
日
間
で
三
千
個
の
鬼
の
面
を
作
る
の
で
、
皆
は
手
拍
子
な
ど
の
練
習
を
す
る
よ
う
に
と
告
げ

る
。
絵
は
比
叡
山
の
堂
前
に
多
く
の
僧
や
稚
児
た
ち
が
居
並
ぶ
中
、
鋭
い
眼
つ
き
の
童
子
が
鬼
踊

り
を
提
案
す
る
様
子
を
描
く
。

・
第
六
段
（
図
版
三
）

　

童
子
は
一
間
に
こ
も
っ
て
三
千
個
の
仮
面
を
彫
り
上
げ
る
。
自
分
の
用
い
る
仮
面
は
目
と
口
が

動
く
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
た
僧
た
ち
は
ま
る
で
本
物
の
鬼
の
よ
う
だ
と
驚
い
た
。

絵
は
夥
し
い
数
の
鬼
の
面
が
積
ま
れ
た
室
内
で
、
自
分
用
の
仮
面
を
持
つ
童
子
、
そ
れ
を
見
て
驚

く
僧
や
稚
児
た
ち
を
表
し
、
縁
先
に
は
仮
面
を
作
る
た
め
の
木
材
や
木
屑
、
手
斧
や
木
槌
な
ど
の

道
具
、
彩
色
す
る
た
め
の
絵
皿
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
。

・
第
七
段
（
図
版
四
）

　

宮
殿
で
比
叡
山
の
大
衆
に
よ
る
鬼
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
貴
賤
を
問
わ
ず
大
勢
の
老
若
男
女
が
見

物
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
踊
り
が
た
い
そ
う
見
事
で
あ
り
、
帝
か
ら
酒
を
は
じ
め
多
く
の
褒
美
が
下

賜
さ
れ
た
。
絵
は
御
所
の
門
前
の
街
路
に
集
ま
る
群
衆
か
ら
始
ま
り
、
大
勢
の
見
物
の
前
で
色
と

り
ど
り
の
鬼
の
面
を
つ
け
た
僧
や
稚
児
た
ち
が
踊
り
、
笛
・
太
鼓
・
鼓
・
笙
な
ど
を
奏
で
る
様
子

が
賑
や
か
に
描
か
れ
る
。
御
殿
の
庇
に
は
所
狭
し
と
殿
上
人
や
僧
た
ち
が
居
並
び
、
御
簾
の
内
に

は
女
房
た
ち
も
踊
り
を
見
物
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
童
子
は
、
踊
り
の
輪
の
中
央
で
、
薄

赤
色
の
鬼
の
面
を
つ
け
、
緋
色
の
袴
を
穿
き
、
左
手
に
檜
扇
、
右
手
に
神
楽
鈴
を
振
り
鳴
ら
し
て

踊
る
。
巻
末
に
は
褒
美
の
酒
が
供
さ
れ
る
童
子
や
僧
た
ち
、
山
と
積
ま
れ
た
反
物
や
金
蒔
絵
の
箱

な
ど
の
褒
美
の
品
々
が
描
か
れ
る
。

︻
第
三
巻
︼

・
第
一
段

　

童
子
は
久
々
に
際
限
な
く
酒
を
飲
ん
だ
後
、
比
叡
山
に
帰
る
と
、
常
軌
を
逸
し
て
僧
や
稚
児
た

ち
を
打
ち
叩
き
、
そ
の
狼
藉
を
誰
も
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
衆
徒
た
ち
は
大
師
に
、
あ

の
乱
暴
な
酒
呑
み
童
子
は
追
放
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
と
訴
え
、
大
師
も
戒
め
を
破
っ
た
者
を
許
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
童
子
は
放
逐
さ
れ
る
。
絵
は
童
子
が
髪
を
振
り
乱
し
、
引
き
抜
い
た

木
を
振
り
回
し
、
僧
や
稚
児
に
襲
い
掛
か
ろ
う
と
す
る
場
面
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
大
師
と
対

面
し
て
追
放
さ
れ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
様
子
を
描
く
。
縁
側
に
座
す
童
子
は
、
し
お
ら
し
く
泣

い
て
許
し
を
乞
う
様
子
が
後
ろ
姿
で
描
か
れ
る
。

・
第
二
段

　

童
子
は
自
ら
の
あ
や
ま
ち
を
悔
や
み
詫
び
る
が
、
親
し
か
っ
た
僧
や
稚
児
た
ち
か
ら
も
見
捨
て

ら
れ
、
乱
暴
者
は
早
く
山
を
去
れ
と
追
い
放
た
れ
、
坂
本
へ
下
る
。
絵
は
山
の
坂
道
を
泣
き
な
が

ら
下
っ
て
い
く
童
子
、
そ
の
背
後
か
ら
、
僧
や
稚
児
た
ち
が
棒
を
持
っ
て
追
い
払
お
う
と
す
る
様

子
が
描
か
れ
る
。

・
第
三
段

　

童
子
は
比
叡
山
を
下
り
、
し
ば
ら
く
彷
徨
っ
て
い
た
が
行
き
場
が
な
く
、
郡
司
の
家
を
訪
れ
、

比
叡
山
を
追
わ
れ
た
経
緯
や
自
分
が
「
酒
て
む
ど
う
じ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
郡
司
夫
妻
を
慕
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
語
る
。
郡
司
は
哀
れ
と
は
思
う
が
、

も
と
も
と
伊
吹
明
神
が
自
分
の
娘
に
産
ま
せ
た
子
供
で
筋
が
異
な
り
、
自
分
を
親
と
思
わ
れ
る
の

は
迷
惑
で
、
本
当
の
父
親
で
あ
る
伊
吹
明
神
の
も
と
へ
行
く
よ
う
に
と
勧
め
る
。
童
子
は
郡
司
の

こ
と
を
後
の
親
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
と
嘆
く
が
、
郡
司
は
童
子
に
金
品
を
渡
し
て
伊
吹
山
へ
送

る
。
絵
は
、
郡
司
夫
妻
と
童
子
が
対
面
す
る
様
子
が
描
か
れ
、
そ
の
間
に
は
、
金
子
な
ど
手
切
れ

の
品
が
置
か
れ
て
い
る
。

・
第
四
段

　

童
子
は
伊
吹
明
神
の
社
に
こ
も
り
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
と
、
伊
吹
明
神
が
現
れ
、
童
子
が
自
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五
三

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

339

分
の
真
の
子
供
で
あ
る
こ
と
、
自
分
が
八
岐
大
蛇
だ
っ
た
昔
に
酒
を
好
ん
で
い
た
た
め
、
童
子
も

酒
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
り
魔
境
に
堕
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
人
の
世
界
に
い
る
の
も
不
都
合
で
あ

ろ
う
か
ら
、
乾
の
方
角
の
岩
屋
に
隠
れ
て
住
み
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
童
子
を
諭

す
。
絵
は
伊
吹
明
神
の
社
の
庇
で
頰
杖
を
つ
い
て
眠
る
童
子
、
御
簾
の
奥
か
ら
五
色
の
雲
に
乗
っ

て
伊
吹
明
神
が
現
れ
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

・
第
五
段

　

伊
吹
明
神
の
言
葉
に
従
っ
て
、
童
子
は
岩
屋
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
年
月
が
過
ぎ
て
い

き
、
や
が
て
そ
の
掟
を
破
り
、
魔
縁
に
取
り
憑
か
れ
、
特
別
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
鳥
獣
を

捕
食
し
、
里
に
出
て
は
女
や
子
供
を
連
れ
去
り
そ
の
肉
を
食
べ
て
い
た
が
、
世
の
人
々
は
真
相
を

知
ら
ず
に
い
た
。
そ
の
う
ち
に
比
叡
山
の
大
師
は
、
こ
の
近
く
に
悪
鬼
が
隠
れ
住
み
災
い
を
も
た

ら
す
こ
と
は
、
比
叡
山
に
と
っ
て
不
名
誉
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
悪
者
を
調
伏
す
る
た
め
の
法
要

を
七
日
間
行
っ
た
。
絵
は
比
叡
山
の
堂
舎
で
、
大
勢
の
僧
が
集
ま
り
、
法
要
を
修
し
て
い
る
様
子

が
描
か
れ
る
。

・
第
六
段

　

比
叡
山
で
の
法
要
が
満
了
す
る
時
、
大
宮
権
現
が
稚
児
に
憑
い
て
告
げ
る
こ
と
に
は
、
か
つ
て

比
叡
山
に
い
た
酒
呑
童
子
が
今
は
伊
吹
の
岩
屋
に
住
ん
で
悪
魔
と
な
り
、
様
々
な
災
い
を
も
た
ら

し
て
い
る
た
め
、
比
叡
山
の
聖
真
子
権
現
ら
の
神
々
が
そ
の
岩
屋
に
攻
め
入
り
、
す
で
に
童
子
は

逃
げ
去
っ
た
と
い
う
。
絵
は
比
叡
山
の
堂
舎
で
、
大
宮
権
現
が
取
り
憑
い
た
稚
児
が
神
の
お
告
げ

を
語
り
、
そ
れ
を
聴
く
大
師
ら
僧
た
ち
を
表
す
。

・
第
七
段

　

酒
呑
童
子
は
長
年
住
み
つ
い
た
岩
屋
を
追
わ
れ
た
後
、
空
中
を
彷
徨
い
、
住
処
を
探
し
て
い
た

が
見
つ
か
ら
ず
、
結
局
都
に
戻
っ
て
き
た
。
都
の
西
に
千
丈
嶽
と
い
う
場
所
を
見
つ
け
、
そ
こ
に

住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
百
年
余
り
の
歳
月
が
経
ち
、
酒
呑
童
子
は
自
由
自
在
に
特
別
な
力
を
発
揮

し
、
悪
事
を
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
絵
は
千
丈
嶽
に
築
い
た
豪
華
な
邸
宅
が
表
さ
れ
、
今

ま
さ
に
都
か
ら
捕
ら
え
て
き
た
高
貴
な
女
性
が
鬼
に
よ
っ
て
召
し
出
さ
れ
る
様
子
と
、
そ
の
奥
に

邸
内
の
座
敷
に
女
性
を
侍
ら
せ
て
脇
息
に
も
た
れ
る
酒
呑
童
子
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
で
前
半
の
物

語
が
終
わ
り
、
絵
の
末
尾
に
「
住
吉
内
記
藤
原
廣
行
画
」
の
落
款
と
「
藤
原
」
白
文
方
印
と
「
旡

畫
期
」
朱
文
鼎
印
が
捺
さ
れ
る
。

︻
第
四
巻
︼

・
第
一
段

　

一
条
天
皇
の
永
延
（
九
八
七
~
八
九
）
の
頃
、
都
で
人
が
し
ば
し
ば
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
が

起
き
て
お
り
、
貴
族
の
姫
君
な
ど
も
姿
を
消
す
よ
う
に
な
り
、
池
田
中
納
言
國
隆
卿
の
娘
も
失
踪

し
た
。
一
族
の
人
々
は
隈
な
く
探
し
回
っ
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
帝
も
こ
の
こ
と
を
知
り
、
宮
中
で

法
要
を
修
し
た
が
そ
れ
で
も
行
方
不
明
に
な
る
者
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
占
筮
に
長
じ
て

い
た
安
倍
晴
明
が
占
っ
た
と
こ
ろ
、
姫
君
が
い
な
く
な
っ
た
の
は
千
丈
嶽
に
住
む
鬼
の
仕
業
で
あ

る
が
、
命
は
無
事
で
あ
り
、
そ
の
鬼
を
退
治
す
れ
ば
帰
っ
て
く
る
と
い
う
。
絵
は
池
田
國
隆
の
邸

宅
で
、
安
倍
晴
明
が
勘
文
を
奏
上
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
。

・
第
二
段

　

池
田
國
隆
は
帝
に
安
倍
晴
明
の
勘
文
を
奏
上
す
る
と
、
昔
も
こ
う
し
た
事
件
が
起
き
た
時
、
そ

の
頃
は
伝
教
大
師
や
弘
法
大
師
な
ど
高
僧
の
威
力
に
よ
り
解
決
し
て
い
た
が
、
今
は
そ
う
し
た
有

験
の
僧
も
い
な
い
た
め
、
武
士
に
そ
の
鬼
退
治
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
、
源
平
両
家
の
中
か
ら
源

頼
光
が
召
さ
れ
て
勅
命
を
受
け
る
。
絵
は
國
隆
が
御
簾
内
の
帝
に
奏
上
す
る
場
面
に
続
き
、
四
人

の
武
士
が
控
え
る
様
子
、
階
の
下
で
跪
く
頼
光
と
、
上
方
か
ら
勅
書
を
手
渡
そ
う
と
す
る
國
隆
が

描
か
れ
る
。

・
第
三
段

　

頼
光
は
自
ら
に
従
う
（
渡
辺
）
綱
、（
坂
田
）
公
時
、（
碓
井
）
定
光
、（
卜
部
）
季
武
の
四
天
王
と
、

（
藤
原
）
保
昌
を
集
め
、
酒
呑
童
子
を
ど
の
よ
う
に
攻
め
る
べ
き
か
相
談
す
る
。
敵
は
手
強
い
た

め
、
神
力
の
擁
護
を
頼
む
べ
く
、
綱
と
公
時
は
住
吉
、
定
光
と
季
武
は
熊
野
、
頼
光
と
保
昌
は
八

幡
山
に
そ
れ
ぞ
れ
詣
で
、
三
日
三
晩
参
籠
し
、
祈
願
し
た
。
絵
は
八
幡
、
住
吉
、
熊
野
に
各
々
が

参
詣
し
、
祈
願
す
る
様
子
を
表
す
。

・
第
四
段

　

頼
光
の
見
た
霊
夢
に
よ
り
、
大
勢
の
兵
で
攻
め
入
る
よ
り
も
、
山
伏
が
道
に
迷
っ
た
よ
う
に
装

い
山
に
入
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
六
人
は
山
伏
の
装
束
と
な
る
。
絵
は
頼
光
と
四

天
王
、
保
昌
が
山
伏
姿
と
な
り
、
笈
の
中
に
鎧
や
、
刀
な
ど
を
入
れ
て
出
立
の
準
備
を
す
る
様
子

が
描
か
れ
る
。

・
第
五
段
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六
人
の
山
伏
は
千
丈
嶽
を
め
ざ
し
、
都
を
出
て
三
日
後
、
そ
の
麓
に
着
く
。
人
里
離
れ
鳥
獣
も

い
な
く
な
る
よ
う
な
深
い
山
に
入
り
、
清
流
の
木
陰
で
庵
を
見
つ
け
る
。
庵
の
中
に
は
翁
ら
三
人

の
人
物
が
お
り
、
頼
光
が
道
を
尋
ね
て
み
る
と
、
翁
は
こ
の
先
は
鬼
の
住
み
か
な
の
で
、
も
と
来

た
道
を
帰
れ
と
諭
す
。
絵
は
清
流
の
川
の
ほ
と
り
で
休
息
す
る
一
行
と
、
そ
の
対
岸
に
は
庵
の
屋

根
が
霞
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
描
か
れ
る
。

・
第
六
段

　

六
人
は
翁
ら
三
人
に
庵
に
招
き
入
れ
ら
れ
、
そ
の
翁
た
ち
は
か
ね
て
六
人
が
参
詣
し
た
八
幡
、

住
吉
、
熊
野
の
神
々
で
、
酒
呑
童
子
追
討
の
勅
命
を
受
け
た
六
人
を
助
け
る
た
め
に
降
臨
し
た
と

い
う
。
神
々
は
、
酒
呑
童
子
を
討
つ
た
め
に
、
人
間
が
飲
む
と
薬
酒
に
、
鬼
が
飲
む
と
毒
に
な
る

と
い
う
酒
と
、
兜
を
頼
光
に
与
え
る
。
絵
は
庵
の
縁
側
に
山
伏
姿
の
六
人
が
座
し
、
若
い
青
年
姿

の
八
幡
、
老
年
で
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
住
吉
、
山
伏
の
よ
う
な
装
束
の
熊
野
が
対
面
す
る
よ
う
に
描

か
れ
る
。

・
第
七
段

　

八
幡
・
住
吉
・
熊
野
の
三
神
は
六
人
を
助
け
て
険
し
い
山
道
を
先
導
す
る
。
絵
は
山
道
を
進
み
、

と
て
も
渡
れ
な
い
深
い
谷
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
三
神
は
大
き
な
木
を
引
き
抜
き
、
そ
れ

を
谷
に
渡
し
て
渡
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
を
、
頼
光
た
ち
の
一
行
が
渡
っ
て
い
く
場
面

を
表
す
。

・
第
八
段

　

さ
ら
に
進
む
と
、
山
は
い
っ
そ
う
険
し
く
な
る
が
、
三
神
が
先
導
し
、
手
を
引
い
て
六
人
を
助

け
て
く
れ
た
た
め
、
な
ん
と
か
無
事
に
峻
険
な
嶺
を
越
え
て
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
谷
川
に
さ
し

か
か
る
と
、
三
神
は
、
こ
の
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
進
む
と
鬼
の
住
む
館
に
辿
り
着
く
の
で
、
そ
こ

で
出
会
っ
た
人
に
尋
ね
る
よ
う
に
告
げ
て
姿
を
消
す
。
絵
は
険
し
い
岩
山
を
三
神
に
手
を
引
か
れ

な
が
ら
よ
じ
の
ぼ
る
頼
光
の
一
行
を
描
き
、
そ
の
先
で
は
五
色
の
瑞
雲
に
乗
っ
て
三
神
が
飛
び
去

る
様
子
が
描
か
れ
る
。

・
第
九
段
（
図
版
五
）

　

六
人
は
神
通
力
に
深
く
感
謝
し
、
川
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
く
と
、
若
い
女
房
が
血
の
つ
い
た
衣

を
洗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
す
。
そ
の
女
房
は
都
に
住
ん
で
い
た
が
突
然
、
何
者
か
に
捕
ら

え
ら
れ
、
こ
こ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
、
酒
呑
童
子
は
多
く
の
女
た
ち
を
侍
ら
せ
て
お
り
、
寵

愛
す
る
女
が
少
し
で
も
気
に
入
ら
な
い
と
、
そ
の
女
の
血
を
絞
っ
て
飲
み
、
肉
を
食
べ
る
こ
と
、

堀
江
の
中
将
と
い
う
人
の
娘
も
二
年
ほ
ど
こ
こ
に
囚
わ
れ
て
い
た
が
、
昨
日
酒
の
肴
と
し
て
食
べ

ら
れ
、
そ
の
血
の
つ
い
た
衣
を
今
洗
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
語
る
。
頼
光
が
自
分
た
ち
は
そ
の
鬼

退
治
の
勅
命
を
受
け
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
告
げ
る
と
、
女
房
は
涙
を
流
し
て
喜
び
、
鬼
や
そ
の

眷
属
の
様
子
、
そ
の
館
ま
で
の
道
の
り
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
る
。
絵
は
頼
光
ら
が
谷
川
の
ほ
と

り
で
血
の
つ
い
た
衣
を
洗
う
女
房
に
出
会
う
場
面
を
描
く
。

︻
第
五
巻
︼

・
第
一
段

　

六
人
は
女
房
に
教
え
て
も
ら
っ
た
通
り
に
進
み
、
鬼
た
ち
の
警
護
す
る
門
に
辿
り
着
き
、
自
分

た
ち
は
道
に
迷
っ
た
山
伏
で
一
夜
の
宿
を
頼
み
た
い
と
告
げ
、
鬼
た
ち
は
主
人
に
尋
ね
る
た
め
奥

へ
走
っ
て
い
く
。
絵
は
酒
呑
童
子
の
館
の
門
前
で
六
人
と
警
護
す
る
鬼
た
ち
が
出
会
う
場
面
が
描

か
れ
る
。

・
第
二
段

　

警
護
の
鬼
が
主
人
の
童
子
に
事
の
次
第
を
告
げ
る
と
、
い
か
な
る
飛
行
通
力
の
あ
る
者
で
も
こ

の
館
ま
で
辿
り
着
く
の
は
困
難
で
あ
る
の
に
、
六
人
も
来
訪
し
た
こ
と
は
不
審
で
あ
る
と
し
な
が

ら
も
、
そ
の
ま
ま
殺
し
て
食
べ
て
し
ま
う
の
も
面
白
く
な
い
の
で
対
面
し
て
み
よ
う
と
い
う
。
六

人
は
美
し
く
造
ら
れ
た
館
の
一
室
に
通
さ
れ
る
。
絵
は
畳
敷
き
の
部
屋
に
六
人
が
通
さ
れ
た
と
こ

ろ
を
描
く
。

・
第
三
段

　

し
ば
ら
く
す
る
と
奥
の
方
か
ら
地
響
き
が
し
て
巨
体
の
酒
呑
童
子
が
現
れ
、
そ
の
様
子
は
恐
ろ

し
い
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
六
人
は
三
神
の
擁
護
を
信
じ
て
平
静
を
保
っ
た
。
酒
呑
童
子
は
な
ぜ

こ
こ
に
辿
り
着
い
た
の
か
と
尋
ね
る
と
、
頼
光
は
、
自
分
た
ち
は
出
羽
の
羽
黒
山
の
山
伏
で
熊
野

に
参
詣
し
て
き
た
が
、
道
を
ま
ち
が
え
て
こ
こ
に
至
っ
た
と
答
え
る
。
絵
は
六
人
が
座
敷
に
居
並

び
、
中
庭
に
は
警
護
の
鬼
た
ち
が
集
う
中
、
奥
の
部
屋
か
ら
酒
呑
童
子
が
両
脇
を
二
人
の
童
子
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
現
れ
た
場
面
を
表
す
。

・
第
四
段
（
挿
図
5
）

　

頼
光
は
山
伏
修
行
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
に
酒
を
持
っ
て
い
る
の
で
一
緒
に
い
か
が
か
と
童
子
に
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博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

341

勧
め
る
と
、
童
子
は
世
の
中
に
酒
を
飲
む
ほ
ど
楽
し
い
こ
と
は
な
く
、
ぜ
ひ
持
参
の
酒
を
頂
く

が
、
ま
ず
は
こ
ち
ら
の
酒
を
飲
む
よ
う
に
と
勧
め
る
。
酒
の
色
は
赤
く
生
臭
か
っ
た
が
頼
光
た
ち

は
そ
れ
を
飲
み
干
す
。
酒
の
肴
と
し
て
童
子
か
ら
出
さ
れ
た
の
は
人
の
足
で
あ
っ
た
が
、
頼
光
た

ち
は
臆
す
る
こ
と
な
く
刀
で
切
っ
て
そ
の
肉
を
食
べ
た
。
絵
は
酒
呑
童
子
の
前
で
、
血
の
酒
を
飲

み
、
人
の
足
を
切
っ
て
食
べ
る
頼
光
ら
の
姿
を
描
く
。

・
第
五
段

　

酒
呑
童
子
は
頼
光
た
ち
が
持
参
し
た
酒
を
所
望
し
て
飲
む
と
、
こ
れ
ほ
ど
美
味
し
い
酒
は
飲
ん

だ
こ
と
が
な
い
と
喜
び
、
寵
愛
す
る
女
房
二
人
を
左
右
に
侍
ら
せ
て
盃
を
重
ね
る
う
ち
に
、
自
分

の
昔
話
を
語
り
出
す
。
か
つ
て
伝
教
大
師
・
弘
法
大
師
ら
に
呪
詛
さ
れ
て
各
地
を
彷
徨
う
憂
き
目

に
遭
っ
た
が
、
今
は
そ
う
し
た
有
験
の
僧
も
な
く
、
こ
の
嶺
に
眷
属
を
多
く
集
わ
せ
て
都
か
ら
人

や
財
宝
を
取
り
集
め
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
が
、
近
頃
頼
光
と
い
う
悪
人
が
郎
党
と
と
も
に
都

に
い
る
た
め
、
都
に
近
づ
け
な
い
こ
と
、
頼
光
は
武
士
の
棟
梁
で
、
八
幡
を
深
く
信
仰
し
て
そ
の

加
護
を
受
け
て
い
る
た
め
手
強
い
こ
と
を
告
げ
、
今
、
目
前
に
い
る
者
た
ち
が
頼
光
と
四
天
王
で

は
な
い
の
か
と
疑
う
。
し
か
し
頼
光
は
冷
静
に
話
を
逸
ら
す
と
、
童
子
も
頼
光
た
ち
は
全
員
で
六

人
の
た
め
人
数
が
異
な
る
と
、
勘
違
い
を
詫
び
る
。
絵
は
童
子
が
女
房
を
左
右
に
侍
ら
せ
て
、
三

神
か
ら
授
か
っ
た
毒
酒
を
飲
む
様
子
を
表
す
。

・
第
六
段

　

酒
呑
童
子
が
酔
っ
て
い
い
気
分
な
の
で
、
誰
か
舞
を
披
露
し
て
客
人
た
ち
を
も
て
な
す
よ
う
に

と
言
う
と
、
眷
属
の
「
お
ご
う
」
が
謡
い
舞
う
。
そ
の
謡
が
「
ま
ろ
う
ど
は
い
か
な
る
あ
し
の
ま

よ
い
に
て
、
酒
や
さ
か
な
と
こ
よ
ひ
な
る
ら
ん
」
と
頼
光
ら
を
揶
揄
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
綱
は
気
色
ば
み
刀
を
抜
こ
う
と
す
る
が
、
頼
光
に
制
止
さ
れ
る
。
絵
は
童
子
や
頼
光
ら
の
見

守
る
中
、
鬼
の
お
ご
う
が
扇
を
手
に
舞
を
披
露
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

・
第
七
段

　

次
に
公
時
が
舞
を
披
露
し
、
そ
の
謡
に
「
年
を
経
し
鬼
の
岩
屋
の
雲
き
り
も
、
風
ぞ
夜
の
ま
に

ふ
き
は
ら
ふ
べ
き
」
と
応
酬
す
る
が
、
童
子
は
酔
い
が
回
っ
て
い
て
気
が
つ
か
ず
、
眷
属
の
中
に

は
こ
の
詞
を
聞
き
と
が
め
て
疑
う
も
の
も
あ
っ
た
が
、
童
子
の
考
え
に
ま
ち
が
い
は
な
い
と
聞
き

流
さ
れ
る
。
童
子
は
頼
光
ら
が
持
参
し
た
酒
を
賞
し
て
眷
属
ら
に
も
飲
む
こ
と
を
許
す
と
、
眷
属

た
ち
は
喜
ん
で
そ
の
酒
を
飲
む
。
童
子
は
す
っ
か
り
酔
っ
た
と
言
っ
て
寝
所
へ
と
立
ち
去
る
。
絵

挿図 5 　同　第 5 巻第 4 段
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は
盃
を
重
ね
る
童
子
の
前
で
公
時
が
舞
を
披
露
す
る
様
子
を
表
す
。

・
第
八
段

　

鬼
た
ち
は
毒
酒
を
飲
み
、
頼
光
た
ち
も
手
強
そ
う
な
鬼
に
は
盛
ん
に
酒
を
勧
め
て
酔
わ
せ
た
。

鬼
た
ち
は
酔
い
潰
れ
る
。
絵
は
童
子
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
、
鬼
た
ち
に
酌
を
す
る
綱
た
ち
、
あ

ち
こ
ち
で
泥
酔
し
嘔
吐
す
る
鬼
、
二
人
の
鬼
に
両
脇
を
支
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
背
負
わ
れ
な
が
ら

そ
の
場
を
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
鬼
た
ち
な
ど
、
悪
酔
い
の
醜
態
が
描
か
れ
る
。

・
第
九
段

　

頼
光
は
居
残
っ
て
い
た
女
房
た
ち
に
自
分
た
ち
の
正
体
を
明
か
し
、
名
を
尋
ね
る
と
、
二
人
は

花
園
氏
と
池
田
中
納
言
の
娘
で
あ
る
と
答
え
、
頼
光
は
池
田
中
納
言
が
娘
の
失
踪
を
悲
し
み
奏
上

し
た
こ
と
に
よ
り
自
分
た
ち
に
勅
命
が
下
っ
た
こ
と
を
語
り
、
必
ず
酒
呑
童
子
を
討
ち
滅
ぼ
し
、

無
事
に
都
に
帰
還
さ
せ
る
と
告
げ
、
酒
呑
童
子
の
臥
所
の
案
内
を
頼
む
。
絵
は
燭
台
の
も
と
で
、

頼
光
ら
と
花
園
氏
の
娘
と
池
田
中
納
言
の
娘
が
語
ら
う
様
子
が
表
さ
れ
る
。

︻
第
六
巻
︼

・
第
一
段

　

六
人
は
笈
の
中
か
ら
兵
具
を
取
り
出
し
、
頼
光
は
三
神
か
ら
下
賜
さ
れ
た
兜
を
か
ぶ
り
、
準
備

を
し
て
女
房
た
ち
に
酒
呑
童
子
の
臥
所
へ
案
内
さ
せ
る
。
所
々
に
い
る
警
護
の
鬼
た
ち
は
み
な
酔

い
伏
し
、
思
っ
た
よ
り
も
楽
に
臥
所
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
絵
は
座
敷
で
笈
の
中
か
ら
鎧

や
兜
を
出
し
て
身
に
着
け
る
頼
光
ら
と
そ
れ
を
見
守
る
女
房
た
ち
、
さ
ら
に
女
房
た
ち
の
案
内
に

よ
り
、
童
子
の
臥
所
へ
向
う
武
装
し
た
六
人
が
描
か
れ
る
。

・
第
二
段

　

酒
呑
童
子
の
臥
所
の
戸
が
な
か
な
か
開
か
ず
、
六
人
は
な
す
術
も
な
い
ま
ま
、
夜
が
更
け
て

い
っ
た
が
神
力
を
信
じ
て
祈
る
と
、
三
神
が
ま
た
忽
然
と
現
れ
、
扉
を
開
け
る
の
を
助
け
、
中
に

臥
す
酒
呑
童
子
の
手
足
を
鎖
で
絡
め
て
あ
る
と
い
う
。
六
人
は
喜
び
、
三
神
は
姿
を
消
す
。
絵
は

六
人
が
開
け
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
た
扉
を
三
神
が
押
す
場
面
が
描
か
れ
る
。

・
第
三
段

　

酒
呑
童
子
の
臥
所
は
広
く
四
方
は
鉄
の
格
子
を
め
ぐ
ら
し
容
易
に
は
中
に
入
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
酒
呑
童
子
は
多
く
の
女
房
た
ち
に
か
し
づ
か
れ
、
深
く
酒
に
酔
っ
て
う

め
き
声
を
あ
げ
な
が
ら
伏
し
て
い
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
女
房
た
ち
は
、
こ
こ
ま
で
は
来
ら
れ
た

が
、
酒
呑
童
子
が
自
ら
差
し
固
め
た
鉄
の
扉
は
自
分
た
ち
で
は
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
。
六
人
は
ど
う
す
べ
き
か
立
ち
あ
ぐ
む
。
絵
は
開
か
な
い
扉
の
前
で
難
儀
す
る
六
人
の
姿
と
、

そ
の
扉
の
内
側
で
は
巨
大
な
赤
い
鬼
と
化
し
た
酒
呑
童
子
が
大
勢
の
女
房
た
ち
に
囲
ま
れ
、
手
足

を
さ
す
ら
れ
介
抱
さ
れ
て
横
に
な
っ
て
い
る
姿
を
表
す
。
こ
の
段
は
、
直
前
の
第
二
段
と
順
序
を

入
れ
替
え
た
方
が
、
話
の
筋
が
通
る
と
思
わ
れ
る
。

・
第
四
段
（
図
版
六
）

　

六
人
は
よ
う
や
く
臥
所
の
中
に
入
り
、
酒
呑
童
子
を
取
り
囲
み
、
頼
光
は
勅
命
に
よ
り
退
治
に

来
た
と
告
げ
て
酒
呑
童
子
の
首
を
斬
る
。
酒
呑
童
子
は
身
体
を
起
こ
そ
う
と
す
る
が
、
三
神
に

よ
っ
て
手
足
が
鎖
で
縛
ら
れ
て
い
て
抵
抗
で
き
ず
、
斬
ら
れ
た
首
は
高
く
飛
び
上
が
り
、
頼
光
の

兜
に
嚙
み
つ
く
。
神
か
ら
賜
っ
た
兜
で
あ
っ
た
た
め
に
事
な
き
を
得
る
。
絵
は
、
六
人
が
酒
呑
童

子
を
斬
り
つ
け
、
酒
呑
童
子
の
首
が
頼
光
の
兜
に
嚙
み
付
く
様
子
を
表
す
。

・
第
五
段

　

頼
光
ら
は
酒
呑
童
子
を
退
治
し
た
後
、
次
に
眷
属
の
鬼
た
ち
を
討
ち
滅
ぼ
す
。
絵
は
座
敷
や
そ

の
縁
先
で
頼
光
ら
が
酒
呑
童
子
の
眷
属
の
鬼
た
ち
を
次
々
に
斬
り
伏
せ
る
様
子
を
描
く
。

・
第
六
段

　

六
人
は
門
を
出
る
と
、
門
守
を
す
る
鬼
た
ち
に
出
く
わ
し
、
そ
の
鬼
た
ち
も
皆
殺
し
に
す
る
。

酒
呑
童
子
が
滅
び
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
に
あ
っ
た
豪
華
な
御
殿
や
美
し
い
庭
は
雲
の
よ
う
に
消
え

失
せ
て
し
ま
い
、
た
だ
険
し
い
岩
山
ば
か
り
に
な
る
。
絵
は
門
の
付
近
で
頼
光
四
天
王
と
門
守
の

鬼
た
ち
が
斬
り
合
う
場
面
を
表
す
。

・
第
七
段

　

花
園
・
池
田
の
娘
を
は
じ
め
多
く
の
女
房
た
ち
は
岩
陰
に
集
ま
っ
て
泣
い
て
い
た
が
、
酒
呑
童

子
や
鬼
た
ち
が
退
治
さ
れ
て
助
か
っ
た
こ
と
を
知
り
喜
ぶ
。
あ
た
り
に
は
人
の
遺
骸
が
多
数
あ

り
、
古
い
も
の
も
新
し
い
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
堀
江
中
将
の
娘
の
遺
骸
が
あ
り
、
父
母
に

形
見
と
し
て
届
け
る
た
め
髪
を
切
り
取
る
。
一
方
、
酒
呑
童
子
が
信
頼
し
て
い
た
金
熊
・
石
熊
と

い
う
鬼
た
ち
が
昨
夜
の
酒
に
悪
酔
い
し
て
岩
屋
の
奥
に
伏
し
て
い
た
が
、
頼
光
た
ち
は
そ
の
鬼
た

ち
も
討
ち
滅
ぼ
す
。
絵
は
金
熊
・
石
熊
の
二
人
を
そ
れ
ぞ
れ
三
人
が
か
り
で
取
り
押
さ
え
る
頼
光

ら
六
人
の
姿
が
描
か
れ
る
。
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五
七

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

343

・
第
八
段

　

六
人
は
酒
呑
童
子
と
眷
属
の
鬼
た
ち
の
首
を
携
え
つ
つ
、
女
房
た
ち
を
気
遣
い
な
が
ら
山
を

下
っ
て
い
き
、
か
ろ
う
じ
て
麓
に
辿
り
着
く
と
、
都
か
ら
多
く
の
武
士
た
ち
が
迎
え
に
来
て
い

た
。
絵
は
頼
光
が
十
人
の
女
房
を
先
導
し
、
そ
の
後
ろ
か
ら
酒
呑
童
子
の
首
を
担
ぎ
な
が
ら
山
を

下
っ
て
い
く
四
天
王
と
保
昌
を
描
く
。

・
第
九
段

　

頼
光
が
見
事
に
鬼
を
討
ち
滅
ぼ
し
て
都
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
知
り
、
大
勢
の
人
々
が
通
り
に

出
て
、
頼
光
ら
の
帰
還
を
迎
え
る
。
絵
は
都
の
通
り
に
多
く
の
人
々
が
見
物
す
る
中
、
酒
呑
童
子

や
鬼
た
ち
の
首
が
先
導
し
、
騎
乗
し
た
頼
光
ら
一
行
の
華
々
し
い
行
列
を
描
く
。
絵
は
こ
の
段
が

最
後
で
、
絵
の
末
尾
に
「
住
吉
内
記
藤
原
廣
行
画
」
の
落
款
と
「
藤
原
」
白
文
方
印
と
「
无
畫
期
」

朱
文
鼎
印
が
捺
さ
れ
る
。

・
第
十
段

　

頼
光
ら
が
無
事
に
酒
呑
童
子
を
退
治
し
た
こ
と
を
、
帝
も
喜
び
恩
賞
を
下
賜
し
た
。
頼
光
は
、

こ
れ
は
ひ
と
え
に
三
神
の
恵
み
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
、
各
所
で
奉
幣
を
捧
げ
た
。
こ
う
し
て
平

和
で
安
全
な
世
の
中
と
な
っ
た
。

註（
1
） 　

同
館
で
の
所
蔵
番
号
はO

A
s04826

~04831

。
二
〇
一
八
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
メ

ラ
ニ
ー
・
ト
レ
ー
デ
教
授
と
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
並
木
誠
士
教
授
が
同
館
で
本
作
品
の
一
部

を
調
査
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
筆
者
は
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
第
六
巻
を
の
ぞ
く
五
巻
分
の
実

見
調
査
を
行
っ
た
。
第
六
巻
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
ト
レ
ー
デ
教
授
が
同
館
で
行
っ

た
調
査
の
情
報
提
供
を
受
け
た
。
図
版
要
項
に
記
載
し
た
本
作
品
の
寸
法
は
、
第
一
~
五
巻
に
つ

い
て
は
各
段
の
長
さ
の
測
定
値
を
合
算
し
た
も
の
で
、
第
六
巻
に
つ
い
て
は
所
蔵
館
か
ら
情
報
提

供
さ
れ
た
お
お
よ
そ
の
全
長
で
あ
る
。
な
お
本
作
品
は
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
物

語
絵
画
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
（Love, Fight, Feast; Th

e M
ultifaceted W

orld of Japanese 
N

arrative A
rt, 

二
〇
二
一
年
九
月
一
〇
日
~
一
二
月
五
日
）
に
出
陳
さ
れ
、
同
展
図
録
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
2
） 　
「
板
谷
家
伝
来
資
料
」（
所
蔵
番
号A-12372

）
住
吉
廣
行
の
項　

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　
　
　
（
前
略
）
同
（
天
明
）
六
丙
午
年
六
月
、
奥
向
ニ
而
稲
葉
越
前
守
殿
被
仰
渡
、
種
姫
君
様　

御

入
輿　

御
用
ニ
付
、
御
繪
巻
物
酒
顛
（
マ
マ
）
童
子
六
巻
、
同
御
用
御
厨
子
入
巻
物
二
巻
、
同
須

磨
・
明
石
御
巻
物
二
巻
、
落
久
保
物
語
五
巻
奉
調
画
候
（
後
略
）

（
3
） 　
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
二
、
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
を
参
照
。

（
4
） 　

こ
の
作
品
は
根
津
美
術
館
で
の
展
覧
会
「
酒
呑
童
子
絵
巻
︱
鬼
退
治
の
も
の
が
た
り
」（
二
〇

一
九
年
一
月
一
〇
日
~
二
月
一
七
日
）
で
全
巻
が
展
示
さ
れ
、
最
近
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術

館
で
の
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
、
同
展
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
土
佐
派
と
住
吉
派　

其
の
二

︱
や
ま
と
絵
の
展
開
と
流
派
の
個
性
︱
」
展
図
録
、
二
〇
二
一
年
九
月
、
作
品
番
号
一
〇
四
、
河

田
昌
之
氏
に
よ
る
作
品
解
説
を
参
照
。

（
5
） 　

売
立
目
録
「
石
川
県
樋
爪
家
蔵
品
入
札
」（
昭
和
八
年
）
一
〇
一
番　
「
住
吉
内
記
弘
尚　

大
江

山
絵
巻
物　

八
巻　

極
彩
色　

前
田
家
傳
来
」

（
6
） 　

松
原
茂
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
7
） 　

鎌
田
純
子
「
名
古
屋
東
照
宮
所
蔵
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」
の
製
作
背
景
に
つ
い
て
」『
金
鯱
叢
書
』

三
二
、
二
〇
〇
五
年
を
参
照
。

 

（
え
む
ら 

と
も
こ
・
文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
室
長
）
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五
八

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

344

●
詞
書
翻
刻

　

詞
書
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
句
読
点
、
濁
点
、「　

」、『　

』
を

補
い
、
意
味
の
通
じ
に
く
い
箇
所
に
適
宜
ふ
り
が
な
・
漢
字
を
補
っ
た
。

本
文
の
漢
字
は
新
旧
の
字
体
が
混
在
す
る
が
、
原
則
と
し
て
書
か
れ
た

形
を
尊
重
し
て
翻
刻
し
た
。
翻
刻
に
は
河
田
昌
之
氏
（
和
泉
市
久
保
惣

記
念
美
術
館
館
長
）
の
協
力
を
得
て
、
松
原
茂
氏
（
根
津
美
術
館
副
館

長
）
に
校
閲
の
労
を
取
っ
て
頂
い
た
。

・
第
一
巻
第
一
段

あ
め
つ
ち
ひ
ら
け
は
じ
め
し
時
、
あ
ま
つ
か

み
と
よ
あ
し
は
ら
に
天
く
だ
り
ま
し
〳
〵
、

か
し
こ
き
こ
と
ど
も
を
お
き
て
さ
せ
給
ひ
て
、

も
ろ
〳
〵
の
た
み
草
を
め
ぐ
み
あ
は
れ
み
給

け
る
よ
り
、
い
ま
こ
の
國
を
神
の
み
く
に
と

は
申
也
。
み
づ
が
き
の
ひ
さ
し
き
よ
ゝ
を
へ

て
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
た
ゆ
る
こ
と
な
く
、
御
世
の

か
が
み
と
こ
し
な
へ
に
明
ら
か
に
、
慈
悲

を
む
ね
と
し
ま
つ
り
ご
ち
給
へ
ば
、
人
す
な
ほ

に
し
て
を
の
づ
か
ら
神
代
の
か
ぜ
と
を
く

吹
つ
た
へ
つ
ゝ
、
な
に
は
の
さ五

ば月

へ蠅

つ
ゆ
な
か
り

け
り
。
こ
ゝ
に
さ
が
の
天
皇
の
御
時
に
や

あ
り
け
む
、
ひ
え
い
山
延
暦
寺
に
あ
や
し
き

ひ
と
り
の
児ち
ご

い
で
来
て
、
よ
に
ふ
し
ぎ
な
る

へ変む
ぐ化ゑ
を
な
せ
り
け
れ
ば
、
世
中
の
人
皆

あ
や
し
み
あ
ひ
け
り
。
さ
る
は
、
あ
ふ
み
の
す須
　
川が

は
と
聞
え
し
郡
司
の
女
に
た
ま
ひ
め
と

い
ひ
し
が
子
也
。
そ
の
父
は
伊
吹
明
神
と
ぞ
。

抑
此
神
、
む
か
し
い
づ
も
の
く
に
簸ひ

の
河
上

に
す
み
給
。
其
か
た
ち
こ
と
に
お
ぞ
ま
し
く
し

て
、
せ背

に
は
草
木
し
げ
く
お生

ひ
、
八
の
か
し
ら
に

十
六
の
ま
な
こ
月
日
の
ご
と
く
か
ゞ
や
き
、
お尾

も

八
あ
り
し
か
ば
、
世
に
八
岐
の
お
ろ
ち
と
ぞ
い
ひ

け
る
。
か
く
て
、
こ
ゝ
か
し
こ
に
し
て
ひ
と
を
と
り
く

ふ
こ
と
お
ほ
か
り
。
お
や
は
子
を
と
ら
れ
て
悲
し

み
、
こ
は
親
を
う
し
な
ひ
て
な
げ
く
に
、
む
ら
〳
〵

さ
と
〴
〵
か
な
し
み
う
れ
ゆ
る
聲
や
む
時
な
し
。

こ
の
と
き
に
、
伊
弉
諾
の
尊
の
御
子
す
さ
の

を
の
み
こ
と
ゝ
申
奉
る
御
か
み
あ
ま
く
だ
ら
せ
給
ひ
、

か
の
国
を
と
を
り
給
け
る
に
、
山
中
に
人

の
か
な
し
み
啼
こ
ゑ
の
し
け
れ
ば
、
み
こ
と
あ
や

し
と
聞
と
ゞ
め
給
ひ
、
そ
こ
に
お
は
し
て
御
覧

ず
れ
ば
、
翁
・
う
ば
ふ
た
り
、
う
つ
く
し
き
む
す
め

一
人
を
中
に
す
へ
て
な
く
。
み
こ
と
、「
汝
ら
い
か
な
る

も
の
に
て
、
な
に
ご
と
の
あ
れ
ば
か
う
は
な
く
ぞ
。
故

を
い
へ
」
と
の
た
ま
ふ
に
、
翁
・
う
ば
か
し
こ
ま
り
て

申
や
う
、「
を
の
れ
ら
は
く
国

神

に
つ
か
み
に
て
侍
り
。

翁
を
あ
し
な
づ
ち
、
う
ば
が
名
は
て
な
づ
ち
、

此
女
を
ば
い
な
だ
と
申
す
。
こ
ゝ
よ
り
お
く
の
ひ簸

の

河
と
い
ふ
ほ
と
り
に
、
八
ま
た
の
お
ろ
ち
と
て
、
お
・

か
し
ら
と
も
に
八
あ
る
大
虵
の
す
め
る
が
、
年

ご
と
に
人
を
と
り
く
ふ
こ
と
た
え
ず
。
翁
も
八
人

の
子
を
と
ら
れ
て
い
ま
は
た
ゞ
こ
の
女
ひ
と
り

の
み
を
の
こ
し
侍
り
。
こ
ゝ
ろ
ざ
ま
も
人
な
み

な
み
な
れ
ば
、
あ
は
れ
に
い
つ
く
し
み
ふ
か
く

侍
る
を
、
こ
よ
ひ
ま
た
か
れ
に
の
ま
る
べ
き
に
さ

だ
ま
り
ぬ
。
さ
れ
ば
か
く
な
き
か
な
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
る
」
と
ぞ
申
す
。

・
第
一
巻
第
二
段

尊
こ
と
の
よ
し
を
き
こ
し
め
し
て
、「
ふ
び
む
の
こ
と

也
。
そ
や
つ
か
う
べ
を
き
り
て
、
ひ
め
が
命
た
す
け
え

さ
せ
む
。
さ
ら
ば
其
姫
を
を
の
れ
に
え
さ
せ
よ
か

し
」
と
の
給
。
翁
・
う
ば
こ
れ
を
き
ゝ
歓
び
あ
ひ

て
、「
い
と
か
し
こ
し
。
た
と
ひ
山
賤
の
い
や
し
き
わ
ざ

な
り
と
も
、
も
し
い
の
ち
た
す
か
ら
む
に
は
い
か
ゞ
は

い
な
み
侍
ら
む
。
ま
い
て
や
ご
と
な
き
尊
の
御
こ
と
を
や
」

と
よ
ろ
こ
び
な
き
を
し
、
か
し
こ
み
頷
し
奉
る
。
や
が

て
い
つ
の
つ
ま
櫛
を
さ
し
て
み
こ
と
に
ま
い
り
け
り
。

み
こ
と
、
も
と
よ
り
虵
の
好
め
る
物
な
れ
ば
と
て
、
酒

を
お
ほ
く
た
ゝ
へ
さ
せ
、
姫
を
か
の
山
に
の
ぼ
せ
、
其

か
げ
の
さ
か
壺
に
う
つ
る
や
う
に
ぞ
か
ま
へ
さ
せ

ら
る
。
そ
の
時
に
な
り
つ
れ
ば
、
か
み
し
き
り
に
な
り

電
し
て
、
お
ろ
ち
山
よ
り
う
ご
め
き
出
来
た
り
。

八
の
頭
尾
と
り
〴
〵
に
、
八
の
谷
嶺
に
の
べ
臥

て
か
の
酒
壺
に
の
ぞ
け
ば
、
ひ
め
の
姿
の
う

つ
れ
る
を
、「
い
け
に
へ
は
爰こ
こ

に
」
と
や
お
も
ひ
け
む
、
頭

を
さ
し
い
れ
て
の
む
ほ
ど
に
、
八
千
石
に
あ
ま
れ

る
を
た
ゞ
一
時
ば
か
り
に
飲
つ
く
せ
る
に
ぞ
。
お

ろ
ち
、
よ
ゝ
と
酔
て
、
お
・
か
し
ら
を
た
れ
て
さ
な

が
ら
に
ふ
せ
り
。
尊
こ
の
さ
ま
を
御
覧
じ

て
、
は佩

か
せ
給
へ
る
宝
劍
を
ぬ
き
も
て
、
お
ろ
ち

を
み三

き段た
、
四
段
に
き
り
給
。
し
か
る
に
尾
に
至

り
て
き
れ
ず
。
た
ち
さ
き
て
御
ら
む
ず
れ
ば
、
ひ

と
つ
の
つ
る
ぎ
あ
ら
は
る
。
こ
れ
を
天
の
む
ら
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五
九

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

345

雲
と
名
づ
け
て
あ
ま
て
る
大
神
に
さ
ゝ

げ
給
ひ
ぬ
。
か
く
て
す
べ
ら
ぎ
の
ひ
さ
し
き

御
世
に
つ
た
へ
お
は
し
ま
せ
る
神
宝
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

み
く
さ
の
ひ
と
つ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
釼
也
。

・
第
一
巻
第
三
段

さ
て
、
み
こ
と
は
八
雲
た
つ
い
づ
も
や八
　
重へ
垣
に

此
ひ
め
と
す
み
給
ひ
ぬ
る
を
、
お
ほ
社
の
杵
築

の
明
神
と
は
申
め
り
。
其
の
ち
お
ろ
ち
の

な
き
た
ま
近
江
の
伊
吹
山
に
あ
り
て
、
く
さ

ぐ
さ
の
さ
ば
へ
を
な
す
こ
と
や
ま
ざ
り
け
れ
ば
、
い
ぶ

き
明
神
と
し
づ
め
ま
つ
り
け
る
よ
り
、

そ
の
あ悪

霊

く
れ
う
は
な
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ぞ
。

・
第
一
巻
第
四
段

あ近

江
ふ
み
の
郡
司
に
す須

川
が
は
と
い
へ
る
あ
り
け
り
。

家
と
み
さ
か
へ
て
ゆ
ゝ
し
か
り
し
が
、
子
の
一
人
も

も
た
ら
ぬ
を
明
く
れ
歎
き
つ
ゝ
、
と
し
四
十
と

い
ふ
時
女
ひ
と
り
い
で
き
け
り
。
其
む
す
め
、
か
た
ち

よ
り
し
て
み
め
も
い
と
う
つ
く
し
く
艶
な
れ
ば
、

父
母
こ
と
に
よ
ろ
こ
び
て
掌
の
中
な
る
玉
姫
と

な
づ
け
て
い
つ
き
か
し
づ
き
、
と
き
の
帝
の
御

后
に
も
た
て
ま
つ
る
か
、
さ
な
ら
ず
ば
摂
政
の
北
の
政

所
な
ど
に
も
、
と
て
窓
ふ
か
く
や
し
な
ひ
け
れ

ば
、
二
八
の
春
秋
を
む
か
へ
ぬ
る
ま
で
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
ち
を
か
ひ
ま
見
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

も
の
も
あ
ら
ざ
り
け
り
。

・
第
一
巻
第
五
段

た
ま
ひ
め
す
ま
せ
た
る
か
た
は
、
名
だ
ゝ
る
湖
に
の

ぞ
き
、
し滋

賀が
の
國
苑
を
さ
な
が
ら
に
か
ま
へ
た
れ
ば
、

春
秋
に
つ
け
て
い
つ
も
お
か
し
さ
い
は
む
か
た
な
し
。

や屋

戸ど
も
う
る
は
し
く
つ
く
り
つ
ゞ
け
、
さ
る
べ
き
女
房

つ
ど
へ
て
か
し
づ
き
す
へ
た
り
。
も
し
あ
ら
ぬ
か
た
の

け懸

想

文

さ
う
ぶ
み
な
ど
と
り
い
る
ゝ
こ
と
も
や
、
と
か
た
く

い
ま
し
め
、
か
ど
〳
〵
厳
に
ま
う
け
、
よ夜

日
と
な
く
ま
も

ら
せ
け
る
。
さ
る
を
、
い
つ
の
ほ
ど
よ
り
か
誰
と
も
し
ら
ぬ

お
の
こ
の
お
ほ
き
み
姿
の
ゆ
う
な
る
が
、
い
づ
く
よ
り
い
り

く
ら
む
、
此
ひ
め
の
許
へ
か
よ
ひ
住
け
り
。
あ
た
り
さ
ら

ぬ
女
房
・
め乳

人
の
と
も
し
ら
ず
、
ま
し
て
か門

守

ど
も
り
な
ど
ゆ
め

し
ら
で
、
み三

年
と
せ
に
も
な
り
ぬ
。
あ
る
夜
、
め
の
と
い
ざ
と
く

ふ
く
る
ま
で
何
く
れ
と
お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
臥
ゐ
た
る
に
、

ひ
め
の
か
た
に
お
と
こ
の
い
り
ふ
し
た
る
け気

配
は
ひ
す
。
姫
い
と

う
ち
恨
た
る
声
し
て
、「
手
ま
く
ら
の
か
ひ
な
き
夢
の
契

り
も
い
つ
し
か
み
と
せ
を
へ
て
、
め
づ
ら
か
な
る
み
の

さ
ま
に
さ
へ
な
り
ぬ
れ
ば
、
ひ
と
め
つ
ゝ
む
べ
く
も
あ
ら
ず
。
は
か

な
き
名
を
流
し
て
父
・
は母ゝ
に
も
お
ひ
う
し
な
は
れ
む

と
す
べ
き
を
、
い
ま
ゝ
で
御
な
の
り
つ
ゝ
ま
せ
給
ふ
が
、
か
へ
り

て
は
御
心
ざ
し
の
深
か
ら
ぬ
な
る
べ
し
」
な
ど
、
む
せ
び
入

つ
ゝ
あ
る
に
、
お
と
こ
、「
こ
と
は
り
ぞ
か
し
。
さ
る
べ
き
契
り

あ
り
て
め
づ
ら
か
な
る
こ
と
さ
へ
い
で
く
れ
ば
、
心
ざ
し
の
淺

き
な
ど
は
か
け
て
も
な
お
ぼ
し
そ
」
と
い
ひ
す
か
せ
ど
い

と
ゞ
ひ
た
ぶ
る
に
う
ら
む
れ
ば
、
よ
ろ
づ
に
し為

侘わ
び
て
い
さ

さ
か
物
す
ご
き
け化

し
た
る
こ
ゑ
に
て
、「
末
の
ち
ぎ
り
朽

ず
ば
、
わ
が
な
の
り
は
き
か
で
も
あ
れ
か
し
」
と
い
ふ
。
人
し

づ
ま
り
た
る
ほ
ど
の
よ
、
こ
ゑ
は
ほ
の
か
な
る
も
あ
ら
は
な
る

な
ら
ひ
な
れ
ば
、
乳
母
く
ま
な
く
聞
と
り
て
、「
あ
な
浅あ
さ
ま
し猿

」

と
ま
ど
へ
ど
、
し
ゐ
て
思
ひ
の和ど
め
て
、「
先
と
く
母
う
へ
に
聞
え

て
社こ
そ

」
と
て
、
こ
と
の
よ
し
申
け
れ
ば
、
母
う
へ
、「
あ
ま
り
に
思
ひ
よ
ら

ぬ
こ
と
ぞ
や
、
誠
と
は
お
も
は
ね
ど
、
ま
づ
こ
と
の
さ
ま
窺
ひ
み

む
」
と
て
姫
の
ふ
し
た
る
か
た
に
き
、
屛
風
の
ひ
ま
よ
り
木几

帳

の
は
し
を
見
い
れ
た
れ
ば
、
仄
か
な
る
燈
に
さ
だ
か
な
ら
ね

ど
う
る
は
し
き
直
衣
の
袖
み
へ
て
、
お
と
こ
の
声
忍
び
た
れ

ど
ま
が
ふ
べ
く
も
な
し
。「
げ
に
も
乳
母
が
申
せ
し
、
そ
ら
言

な
ら
ず
」
と
思
ふ
に
、
い
と
ゞ
む
ね
つ
ぶ
れ
て
、
わ
が
み
ひ
と
つ
の

あ
や
ま
ち
の
様
に
か
な
し
き
に
、
つ
ゝ
む
と
す
れ
ど
む
せ

か
へ
り
て
な
く
。
お
と
こ
聞
し
り
に
け
る
か
、
ふ
と
驚
た
る

さ
ま
に
て
、「
あ
な
恥
か
は
し
や
。
花
薄
ほ
に
出
に
け
り
」
と
い
ふ
か

と
み
る
に
、
い
づ
ち
と
も
な
く
か
い
け
ち
失
ぬ
。
姫
は
物
の
け
な
ど

の
さ
め
た
る
様
に
ね
い
り
た
り
。
母
う
へ
・
乳
母
も
心
え
が
た
く
、

余な
ご
り波

お
そ
ろ
し
く
も
ま
た
あ
や
し
な
が
ら
、
傍

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
歎
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
し
つ
。

・
第
一
巻
第
六
段

明
れ
ば
、
母
う
へ
ひ
め
の
さ
ま
を
心
を
と
め
て
み
る
に
、

ふ
く
ら
か
な
る
は
ま紛が
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
い
と
ど
悲
し
く

て
、「
い
で
や
生
れ
給
ひ
し
よ
り
、
さ
ま
か
た
ち
け
だ
か
く
、
心
こ

と
に
人
に
す
ぐ
れ
給
へ
ば
、
父
ぬ
し
、
帝
の
御
女
な
ら
ず
ば
一

の
ひ
と
の
北
の
政
ど
こ
ろ
に
こ
そ
、
と
い
つ
き
か
し
づ
け
る
を
、

こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
は
か
な
き
み
密

男

そ
か
お
と
こ
か構ま
へ
出
て
、
め
づ
ら
か
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六
〇

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

346

な
る
身
に
さ
へ
な
り
給
へ
ば
、
親
の
お面

伏

も
て
ぶ
せ
人
に

つ
ま
は
じ
き
し
て
わ
ら
は
せ
給
ふ
が
つ
ら
き
わ
ざ
ぞ

や
。
さ
は
い
へ
、
い
つ
よ
り
き
け
る
ぞ
。
名
は
何
と
か
い
ふ
」
な

ど
ゝ
へ
ど
、
姫
は
、「
た
ゞ
み
と
せ
さ
き
の
は
る
、
花
園
の
花

見
侍
り
て
よ
の
ふ
け
た
り
し
が
、
月
の
朧
な
る
か
げ
に

ふ
と
み
そ
め
た
る
よ
り
、
ま
こ
と
の
ゆ
め
の
や
う
に
て

よ
ご
と
に
い
り
来
た
り
、
か
た
ら
ふ
と
お
ぼ
え
た
り
し
が
、

か
う
う
つ
ゝ
に
た
ゞ
な
ら
ぬ
身
に
さ
へ
な
り
ぬ
る
。
浅

ま
し
き
」
と
て
唯
な
く
。
あ
ま
り
の
あ
や
し
さ
に
、「
こ
ゝ

ろ
し
り
の
女
房
も
や
あ
る
」
と
あ
ま
ね
く
と
へ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
空
を
か
け
て

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
ら
ず
」
と
い
ふ
。

・
第
一
巻
第
七
段

郡
司
も
と
し
比
の
ほ本

意い
た
が
へ
て
、
は
ら
だ
ゝ
し
う

か
な
し
く
、
心
き
も
ゝ
消
ま
ど
ひ
た
る
が
、
し
ば
し
あ
り
て
こ
の

こ
と
を
か
考う
が
へ
思
ふ
に
、
さ
ら
に
お
し
は
か
り
え
ず
。「
か
ど
〳
〵
・

つ築

泥

い
ひ
ぢ
・
つ
ま
戸
・
さ障

子
う
じ
ま
で
し
り
つ
よ
く
さ
し
か
た
め

つ
ゝ
、
あ
ま
た
の
も
の
ら
と宿

直
の
ゐ
さ
せ
た
れ
ば
、
吹
風
だ
に

も
か
よ
ひ
が
た
き
し寝

殿

む
で
む
の
中
へ
、
こ
ゝ
ろ
し
り
の

女
ば房う
の
し
る
べ
も
な
く
て
か
う
よ
ご
と
に
か
よ
ふ
も
の
は
、

も
し
へ変

化

む
ぐ
ゑ
の
業
か
。
こ
よ
ひ
は
、
を
の
れ
も
ち
か
く

そ
ひ
ゐ
て
む
」
と
て
、
ま
だ
暮
は
て
ぬ
頃
よ
り
ひ
め
の
寝

殿
の
か
た
に
ひ火

あ
ま
た
と
も
さ
せ
、
つ
は
も
の
ど
も
に
お

ほ
せ
て
弓
矢
と
ら
せ
、
わ
か
き
侍
ひ
な
ど
手
ゝ
に
ひ引

棒
き
ぼ

う
し
つ
ゝ
、
か
く
れ
〳
〵
、
く
ま
〴
〵
に
う
か
ゞ
ひ
ゐ
た
り
。
や

う
〳
〵
夜
ふ
け
わ
た
る
ほ
ど
、
か
ぜ
冷
に
う
ち
ふ
き
、
ほ
か

げ
お
り
〳
〵
ほ
の
か
に
、
ま
た
あ
き
ら
か
な
ら
む
と
す
る
が
、
鈎

簾
の
ひ
ま
よ
り
け

煙ふ
り
な
ど
の
い
る
や
う
に
み
え
て
び屛や

う
ふ風

の
中
に
い
る
を
見
れ
ば
、
う
る
は
し
く
そ装

束
う
ぞ
き

た
る
お
の
こ
也
。「
す
は
、
変
ぐ化ゑ
よ
」
と
郡
司
が
い
ふ
に

あ
は
せ
て
、
弓
に
箭
は矧

げ
て
人
々
い
む
と
す
。
若
き
侍

ひ
ど
も
爰
か
し
こ
よ
り
走
り
出
、
う
ち
が
た
な
・
棒
な
ど
打
ふ
り

き
そ
ひ
あ
ふ
。
か
の
お
と
こ
此
も
の
音
に
驚
き
、
と
の
方
に

は
し
り
出
る
や
う
に
み
え
し
が
、
郡
司
太
刀
に
手
か
け
な
が
ら
、

「
あ
」
と
い
ひ
て
の
け
ざ
ま
に
た
ふ
る
。
人
々
あ
は
て
ゝ
喚よ
び

い生

け

な
ど
す
る
に
、
む
ね
を
い
た
く
け
ら
れ
た
り
と
お
ぼ
し
く
て
人
心
地

も
せ
ず
。
か
の
し
の
び
お
と
こ
は
い
づ
ち
と
も
し
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ぬ
。

・
第
一
巻
第
八
段

郡
司
か
ら
う
じ
て
よ
び
い
け
ら
れ
し
が
、
む
ね
の
疼
み
堪
べ

く
も
あ
ら
ず
、
日
ご
と
に
お
も
り
ゆ
き
命
た
え
南な
ん

と
す
。
屋
の

中
の
人
、「
か
の
怪
し
き
け懸

想

人

さ
う
び
と
の
た
ゝ
り
な
ら
む
」
と

よ
ろ
づ
の
宝
を
尽
し
て
禱
り
な
ど
さ
す
れ
ど
露
し

る
し
な
し
。
爰
に
い
と
い
み
じ
き
み巫

女こ
あ
り
と
聞
て
よ
び

迎
へ
て
と
ふ
に
、
み
こ
あ
ま
た
ゝ
び
か
し
ら
を
傾
け
よ
く
〳
〵

か
考う
が
へ
て
い
ふ
や
う
、「
家
ぎ
み
の
御
や
ま
ひ
は
な
べ
て
の
く

す
し
の
救
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
又
お
ほ
方
の
祈
り
な
ど

の
な
だ
む
べ
き
た
ゝ
り
な
ら
ず
。
是
は
此
近
江
に
ゐ
ま
す

い
ぶ
き
明
神
の
い
み
じ
き
御
た
ゝ
り
と
み
え
侍
り
。
急

ぎ
か
の
御
社
に
ま
う
で
ゝ
、
い
か
に
も
神
慮
を
す
ゞ
し
め

給
は
ゞ
、
御
命
つ
ゝ
が
な
か
る
べ
し
」
と
い
ふ
。
は
ゝ
う
へ
、
此
か
巫う

な

ぎ
に
路
し
る
べ
を
さ
せ
て
、
け
は
し
き
山
み
ち
を
た
ど
り
〳
〵

膽
吹
明
神
の
や
し
ろ
に
ま
う
で
、
さ
ま
〴
〵
の
ぬ
さ
奉

り
、「
い
か
な
る
お犯か
し
あ
り
と
も
、
ゆ許

り
給
ひ
て
郡
司
が
命
の
ば
へ

さ
せ
給
へ
。
さ
ら
む
に
は
何
ほ
ど
の
こ
と
な
り
と
も
神
の
御
心
に

ま
か
せ
奉
る
べ
し
」
と
誠
を
い
た
し
、
祈
り
、
ね
ぎ
、
か
ぐ
ら
な

ど
そ奏う
せ
さ
す
。
明
神
わ
童ら

は
に
つ
き
て
、「
あ
な
う
ら
め

し
。
ま
ろ
が
お
ろ
ち
の
む
か
し
思
ひ
か
け
た
り
し
い
な

だ
姫
が
さ
ま
に
、
郡
司
が
ひ
め
の
よ
く
肖に

た
れ
ば
、
在
し
世

の
思
ひ
は晴

る
け
む
と
て
、
か
り
初
の
契
り
を
か
は
し
、
わ
が

子
さ
へ
ま
う
け
た
る
を
賢
し
と
は
思
は
で
、
こ
と
の
心
も
深

く
た
ど
ら
ず
、
ひ
た
ぶ
る
に
わ
れ
を
を
か
さ
む
と
せ
し

郡
司
ぞ
、
い
か
で
命
は
た
す
け
む
。
さ
れ
ど
か
く
わ
り
な

く
を
怠こ
た
り
を
申
な
れ
ば
、
姫
を
こ
の
山
に
を
く
り
わ
が
女

と
な
せ
。
さ
ら
ず
ば
ひ
と
國
の
も
の
ら
も
忽
に
露
の

い
の
ち
と
り
て
む
。
そ
の
し
る
し
は
立
か
へ
り
み
よ
。
帰
り

つ
か
む
ほ
ど
、
た
ま
姫
か
な
ら
ず
我
子
は
う
む
べ
し
。

そ
れ
は
汝
ら
に
さ
づ
く
。
育や
し
なひ
て
こ子

と
せ
よ
」
と
、
お
ど
り

あ
が
り
〳
〵
い
み
じ
く
く
る
ひ
て
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り
。
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六
一

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

347

・
第
二
巻
第
一
段

は
ゝ
う
へ
嬉
し
く
て
い
そ
ぎ
家
に
か
へ
り
け
る
。
折
し
も
ひ
め

た
い
ら
か
に
お
の
こ
子
を
う
め
り
。
誠
に
か
の
か
み
の
告
の

い
ち
じ
る
し
さ
に
い
と
ゞ
お
そ
ろ
し
く
て
、
ま
づ
此
子
を
か
き
い

だ
き
、
郡
司
が
や
み
ふ
せ
る
ま
く
ら
が
み
に
ゐ
よ
り
て
、「
わ
が

姫
に
は
、
い
ぶ
き
大
明
神
の
か
よ
は
せ
給
ひ
て
こ
の
み

こ
を
う
ま
せ
給
へ
る
也
。
さ
る
こ
と
ゝ
も
し
ら
で
、
弓
ひ
き
奉

り
し
御
と
が
め
に
よ
り
、
か
く
を
も
き
や
ま
ひ
に
は
臥
給
へ
る
也
。

い
そ
ぎ
明
神
の
御
心
の
ま
ゝ
に
ひ
め
を
御
か
し
づ
き
に

た
て
ま
つ
る
べ
き
」
や
う
の
た
ま
ひ
て
、「
此
み
こ
お
が
み
給
へ
」
と
い
へ

ば
、
郡
司
た
ゆ
げ
に
め
を
ひ
ら
き
、
手
を
あ
は
せ
お
が
み
て
、「
さ
る

か
し
こ
き
こ
と
ゝ
も
し
ら
ず
、
い
み
じ
き
を
か
し
し
つ
る
事
社こ
そ

恐
ろ
し
け
れ
。
わ
が
命
た
す
け
給
は
ゞ
、
姫
を
御
山
に
奉
り

て
む
」
と
い
き
の
し
た
に
い
ふ
ほ
ど
に
、
心
ち
が
ひ
ぬ
ぐ
ひ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
う
に
お
こ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

は
て
つ
。

・
第
二
巻
第
二
段

年
頃
い
と
お
し
み
そ
だ
て
し
を
、
か
け
は
な
れ
て
人
げ気

遠
き

太
山
に
う
ち
捨
て
む
は
い
み
じ
く
悲
し
け
れ
ど
、
か
の
か
み
に

ひ
と
た
び
誓
ひ
て
ふ
た
つ
な
き
い
の
ち
い
き
た
る
に
、
今

さ
ら
に
と
り
か
へ
す
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
か
た
み
に
か
な
し
み

な
が
ら
、
ひ
め
を
ば
伊
吹
に
ま
い
ら
す
べ
き
に
さ
だ
め
て
、
其

て調

度
う
ど
よ
り
出
た
つ
日
の
よ
装そ

ひ
ま
で
も
、
何
く
れ
と
ゐ居

た立

ち
い
そ
ぐ
を
此
比
の
や
く
也
。
萬
の
事
の
な
か
に
も
、
ま
づ

か
の
山
に
姫
の
住
べ
き
所
を
瑞
籬
ち
か
く
造
り
み
が

く
ほ
ど
に
、
と
し
も
か
へ
り
ぬ
。
二
月
ば
か
り
に
な
れ
ば
や

う
〳
〵
よ
き
日
え
ら
び
い
づ
。
父
・
は
ゝ
は
い
ふ
も
さ
ら
な
り
。

例
な
き
こ
と
な
れ
ば
、
上
・
な
か
・
し
も
、
み
な
わ
か
れ
を
惜
む
べ
し
。

め
の
と
、
さ
る
べ
き
女
ば
う
四
五
人
ば
か
り
し
た
が
ひ
ま

い
る
。
お
と
な
し
き
ほ
ど
の
さ
ぶ
ら
ひ
あ
ま
た
見
を
く
り
す
。

伊
吹
の
山
に
は
松
・
す
ぎ
の
陰
な
ど
は
残
の
雪
ま
だ
さ

む
け
れ
ど
、
春
を
も
ら
せ
る
日
か
げ
さ
す
が
う
ら
ゝ
か
な
る
に
、

鳥
の
こ
ゑ
も
の
ど
か
に
聞
ゆ
。
み
づ
が
き
に
ま
い
り
て
、
郡
司

の
命
た
す
け
給
は
り
し
悦
び
、
み
こ
の
た
い
ら
か
に
あ
れ

ま
せ
し
か
し
こ
さ
な
ど
、
か
ず
〴
〵
聞
ゆ
べ
し
。
さ
て
か
の
わ
た

く
し
の
い
つ
き
所
に
い
り
つ
。
神
の
か
よ
は
せ
給
こ
と
絶
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

む
つ
ま
じ
く
明
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

く
ら
し
給
ふ
と
南な
ん

。

・
第
二
巻
第
三
段

た
ま
ひ
め
の
う
め
る
は
、
か
み
の
告
に
ま
か
せ
て
郡
司
が

や
養し
な
ひ
と
な
し
、
い
と
お
し
み
そ
だ
て
け
り
。
も
と
よ
り
み

め
か
た
ち
き
よ
ら
に
、
は
た
ざ才え
あ
れ
ば
、
誰
も
〳
〵
ほ
め

か
し
づ
く
。
こ
の
こ
三
つ
ば
か
り
よ
り
し
て
酒
を
に二

無な
く

好
む
が
、
は
じ
め
の
ほ
ど
は
心
の
ま
ゝ
に
明
暮
に
の
ま
せ
け
る

を
、
年
月
に
そ
ひ
て
や
う
〳
〵
の
み
ま
さ
り
、
え酔

ひ
て
は
現

ご
ゝ
ろ
う
せ
て
く
る
ひ
さ
は
ぐ
ま
ゝ
に
、
十
ば
か
り
よ
り
し

て
は
量
り
な
く
の
む
。
父
の
郡
司
を
し
へ
わ
び
て
、
ひ
え

の
山
は
飲
酒
禁
断
と
い
ふ
な
れ
ば
、
す
か
し
て
の
ぼ
せ

て
む
と
て
い
ふ
や
う
、「
凡お
よ
そよ
に
あ
る
も
の
、
公
の
つ
か
へ
を
も

人
な
み
〳
〵
に
せ
む
と
な
ら
ば
、
ひ
ゑ
の
山
に
も
の
ぼ
り
、
文

の
み
ち
な
ど
ま
ね
び
て
こ
そ
、
さ
い
は
ひ
も
あ
る
べ
け
れ
。
さ
る
す

ぢ
に
う
と
く
し
て
は
、
世
に
た
ち
ま
じ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
」

と
む
づ
か
ら
れ
て
、
み
づ
か
ら
も
、「
ふ
み
学
ば
む
こ
と
を
心
に

し
め
て
、
大
師
を
師
と
た
の
み
ま
い
ら
せ
む
こ
と
は
嬉
し
き
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
」
と
て
、「
ま
い
ら
ば
や
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

い
ふ
。

・
第
二
巻
第
四
段

そ
の
こ
ろ
弘
法
・
傳
教
の
二
大
師
、
と
り
〴
〵
に
唐

に
わ
た
り
い
み
じ
き
経
・
陀
羅
尼
を
つ
た
へ
て
、
ひ
え
・
た

か
野
の
山
を
ひ
ら
き
給
ひ
し
か
ば
、
東
漸
の
み
の
り

さ
か
む
な
り
し
折
か
ら
也
。
郡
司
は
や
が
て
此
子
を
伴
ひ
て

ひ
え
に
の
ぼ
る
〳
〵
、
こ
の
山
の
た
ふ
と
き
こ
と
を
か
た
り

き
か
す
。「
そ
も
〳
〵
ひ
え
の
大
師
は
、
釈
迦
如
来
の
御
再

誕
に
し
て
、
あ近

江
ふ
み
の
國
し滋

賀が
の
こ
ほ
り
に
三
津
の
百
枝

の
子
な
り
。
十
二
に
し
て
出
家
し
、
延
暦
年
中
に
唐
に

わ
た
り
、
道
邃
法
師
を
師
と
し
、
天
だ台ひ
の
お奥ふ
義
を

え
て
帰
朝
あ
り
。
此
山
を
ひ
ら
か
れ
、
敕
を
う
け
て
根
本

中
堂
を
た
て
、
本
尊
の
薬
師
仏
を
え彫

り
給
ひ
し
時
、
一
た
び

て手

斧
を
の
を
く
だ
し
、『
南
も無

薬
し師

瑠

璃
る
り
光
佛
』
と
唱ゝな
へ
給
へ
ば
、

ほ
と
け
う
な
づ
か
せ
給
ひ
し
」
な
ど
い
ひ
そ
し
つ
ゝ
、
山
王
二

十
一
社
も
こ
と
〴
〵
く
お
が
み
め
ぐ
り
て
、
さ
て
大
師
の
坊

に
い
り
て
で弟

子し
と
な
し
つ
。
大
師
み
給
ひ
、「
此
童
ひ
と
に
ゝ

ぬ
相
あ
り
。
よ
う
せ
ず
は
魔
境
に
お
ち
い
り
な
ん
。
ふ
便

の
こ
と
か
な
。
ま
づ
飲
酒
の
か戒い
を
む
ね
と
授
く
べ
し
」

と
あ
れ
ば
、
郡
司
ね
懇もご
ろ
に
頼
み
聞
こ
え
て
帰
り
ぬ
。
か
く
て
明

暮
に
教
化
し
給
ふ
に
よ
り
、
竹
の
は
の
露
く
む
こ
と
か
な

は
ず
、
聖
経
に
の
み
心
を
よ
せ
、
蛍
を
愛
し
雪
を
あ
つ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
あ
か
し
く
ら
す
。

435_335-358_江村知子_研究資料.indd   347435_335-358_江村知子_研究資料.indd   347 2021/12/24   14:082021/12/24   14:08



六
二

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

348

・
第
二
巻
第
五
段

お
ほ
う
ち
に
御
よ
ろ
こ
び
の
こ
と
お
は
し
ま
せ
ば
と
て
、
其

御
こ
と
ぶ
き
に
あ
ま
た
の
上
達
部
ま
い
り
あ
つ
ま
り
、
う

た
所
の
も
の
、
左
右
の
舞
あ
り
と
あ
る
曲
を
盡
し
は
て
、

は
て
は
べ陪

従

い
じ
う
な
ど
の
さ猿

楽

る
が
う
が
ま
し
き
わ
ざ
ま
で

の
こ
る
こ
と
な
く
せ
さ
せ
給
ひ
け
り
。
京
の
貴
賤
を
い
は

ず
、
え
も
し
ら
ぬ
さ
ま
に
さ装

束
う
ぞ
き
つ
ゝ
、
御
垣
の
中
に
ま
い

り
う
た
ひ
ま
ふ
。
み
け
し
き
う
る
は
し
く
、
後
に
は
國
々
の
司
に

仰
て
、
山
々
・
寺
々
に
も
お
ど
り
を
め
し
け
れ
ば
、
は
逸や
り
か
な
る

わ
か
法
師
・
ち
ご
・
わ
ら
は
な
ど
か
た
ら
ひ
、
わ
れ
を
く
れ
じ
と
珍
ら

し
く
興
を
さ
か
せ
む
こ
と
を
か
ま
へ
て
き
そ
ひ
け
る
。
ひ
え
に
も

そ
の
い
と
な
み
を
す
。
三
千
の
大
衆
根
本
中
堂
の
ま
へ
に
あ

つ
ま
り
、「
こ
た
び
の
こ
と
い
か
さ
ま
に
し為

出
い
で
む
」
な
ど
よ夜

日ひ
と
な
く
唯

心
に
し
め
た
り
。
あ
る
衆
徒
の
、「
東
大
寺
よ
り
は
韓
人
の
お
ど
り

を
奉
る
べ
し
。
興
福
寺
よ
り
は
田
う
へ
乙
女
也
。
わ
が
山
は

何
を
か
は
」
と
い
ふ
。
満
坐
み
な
黙
し
た
る
に
、
郡
司
が
子
下

の
座
よ
り
す
ゝ
み
出
て
、「
わ
が
山
は
王
城
の
鬼
門
に
あ
た
り
た

れ
ば
、
鬼
の
か
た
ち
を
ま
ね
び
て
参
ら
れ
む
は
い
か
ゞ
あ
べ
き
。

を
に
の
お
ど
ら
む
は
め
な
れ
ず
興
あ
る
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
み
な
、「
よ
く
ぞ

い
は
れ
け
る
」
と
て
是
に
さ
だ
ま
り
ぬ
。「
さ
れ
ど
三
千
の
仮
面
は

只
い
ま
あ
り
あ
ふ
べ
く
も
な
し
、
い
か
ゞ
は
せ
む
」
と
い
ふ
時
、「
を
の

れ
が
幼
き
ほ
ど
の
す
さ
び
に
、
鬼
の
仮
面
造
る
こ
と
を
な
し

え
て
侍
れ
ば
、
よ
か
ら
ず
と
も
其
日
の
れ料う
は
か
な
ら
ず
七
日
の

中
に
つ
く
り
て
ま
い
ら
す
べ
し
。
た
ゞ
舞
の
手
は拍

子
う
し
な
ど
な
ら
ひ

と
ゝ
の
へ
給
へ
」
と
い
ふ
。
大
衆
、「
い
み
じ
き
申
で
う
か
な
。
さ
る
あ

ま
た
の
仮
面
を
ば
七
日
の
中
に
は
な
ど
て
造
る
べ
き
。
い
と
あ

や
し
き
こ
と
、
さ
れ
ど
か
く
う
け
が
へ
ば
、
さ
る
べ
き
や
う
在
な
む
」

と
て
法
し師

・
児ち
ご

な
ど
ま
で
も
み
な
、
を
に
ま
ひ
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
う
し
と
り
〴
〵
に
な
ら
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
を
な
む
わ
ざ

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

と
は
し
け
る
。

・
第
二
巻
第
六
段

郡
司
が
子
は
、
か
の
仮
面
え彫

る
べ
き
木
お
ほ
く
き
ら
せ
、

ひ
と
ま
に
こ
も
り
㞐
て
よ
ひ
と
な
く
造
る
。
て
を
の
ゝ
音

か
ま
び
す
し
。
ほ
ど
な
く
い
ひ
し
頃
に
も
な
り
ぬ
。
山
法
し

ら
、「
も
し
か
の
仮
面
な
ら
ず
ば
、
え
せ
童
き
は
め
て
お
こ

な
り
」
と
あ
さ
み
い
ひ
て
、「
い
ま
は
舞
の
拍
子
こ
そ
と

と
の
ひ
た
れ
。
仮
面
よ
い
か
に
」
と
つ
ま
戸
を
う
ち
扣
け
ば
、

「
つ
く
り
は
て
つ
」
と
て
引
あ
け
た
り
。
ひ
ろ
き
坊
の
中
、

所
せ
く
え
り
あ
つ
め
た
る
さ
ま
、
我
慢
の
は
な
高
く
、
邪
見

の
眼
を
い
か
ら
せ
、
赤
き
・
青
き
、
い
ろ
〳
〵
さ
ま
〴
〵
な
る
。
そ
は
阿

修
羅
・
魔
界
も
か
く
あ
ら
む
と
み
る
に
お
そ
ろ
し
き

ま
で
也
。
な
か
に
も
み
ず
か
ら
の
れ
う
に
と
造
れ
る
は
、
三
千

の
仮
面
に
こ
え
て
、
め
・
く
ち
動
く
計
に
え
り
と
ゝ
の
へ
つ

れ
ば
、
ま
こ
と
の
鬼
の
あ
ら
は
れ
出
た
る
に
や
」
と
人
々
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
へ
り
。

・
第
二
巻
第
七
段

ひ
え
の
山
よ
り
お
ど
り
を
ま
い
ら
す
る
と
聞
え
し
か
ば
、
東
西

の
京
よ
り
は
じ
め
て
、
か
ぎ
り
な
き
男
女
、
貴
き
も
賤
き
も
、

老
た
る
も
わ
か
き
も
、
か
ゝ
る
み
も
の
ま
た
あ
る
べ
き
な
ら
ね
ば
、

ま
い
り
あ
つ
ま
る
ま
ゝ
に
、
さ
ば
か
り
ひ
ろ
き
都
の
お
ほ
路

所
せ
く
立
つ
ど
ひ
た
り
。
其
時
に
も
な
れ
ば
公
卿
・
殿
上
人
已
下

女
房
た
ち
ま
で
、
す簾

の
中
に
ゐ
こ
ぼ
れ
て
も
の
み
給
。「
待

賢
門
よ
り
ぞ
お
ど
り
は
い
る
べ
き
」
と
て
、
か
し
こ
に
衛
士
ど
も
あ

ま
た
け
い
ご
す
。
や
う
〳
〵
つ
ゞ
み
・
ふ
え
の
ね
の
聞
ゆ
れ
ば
、

「
す
は
や
」
と
て
た
ち
さ
は
ぐ
ほ
ど
、
ま
こ
と
の
を
に
の
つ
ど
ひ
く

る
や
う
な
る
に
、
物
見
の
男
女
み
な
お
ぞ
ま
し
く
思
ひ
な
り
ぬ
。

さ
る
は
か
の
仮
面
ど
も
の
い
け
る
が
如
き
様
な
る
べ
し
。

帝
お
ど
ろ
か
せ
給
ひ
て
大
衆
へ
御
つ
か
ひ
下
り
、「
か
く
王
法
・
仏

法
い
み
じ
く
愛
た
き
よ
に
、
を
に
ど
も
の
う
ち
む
れ
参
る

こ
と
い
か
な
る
ゆ
へ
ぞ
」
と
あ
れ
ば
、
大
衆
か
し
こ
ま
り
て
、

「
め
で
た
き
御
世
の
し
る
し
に
、
よ
も
ぎ
が
嶋
の
鬼
ど
も

宝
も
の
を
さ
ゝ
げ
ま
い
り
、
万
ざ
い
の
鬼
躍
り
を
つ
か
ふ

ま
つ
る
な
り
」
と
奏
す
れ
ば
、
み
け
し
き
よ
く
興
あ
べ
い

こ
と
に
お
ぼ
し
め
す
。「
い
そ
ぎ
ま
ふ
べ
し
」
と
あ
る
に
、
御
か垣き

の
中
に
む
れ
て
、「
ま
づ
蓬
萊
の
鬼
ど
も
が
貢
も
の
奉
る

な
り
」
と
、
七
寳
を
も
て
か
ざ
り
し
か
く
れ
み
の
笠
、
数
々
の

物
を
か
つ
ぎ
つ
れ
て
さ
ゝ
げ
、
さ
て
こ
ゑ
を
う
ち
あ
げ

て
、「
め
で
た
の
御
世
や
、
め
で
た
の
み
よ
や
」
と
拍
子
と
り
、

篴ふ
え

ふ
き
、
か
の
を
に
お
ど
り
は
じ
め
、
は
う
し
に
あ
は
せ

つ
ゝ
、
す
ぢ
り
も
ぢ
り
、
の
び
あ
が
り
、
せ背

く
ゞ
め
、
さ
ま
〴
〵
に

お
か
し
き
て
を
盡
し
て
ま舞

ひ
か奏な
づ
れ
ば
、
う
へ
を
始
ま
い
ら

せ
、
百
官
・
女
房
た
ち
も
ゆ揺す
り
み満

ち
て
、
み
な
と響よ
み
興

ず
。
こ
と
は
て
ゝ
、
帝
よ
り
も
く
さ
〴
〵
の
ひ
き
で
も
の
賜
ひ
、

酒
の
か
み
、
さ
か
ゞ
め
に
い
づ
み
の
ご
と
く
た
ゝ
へ
、
あ
ま
た
か舁

き

い
で
、
へ瓶

子
い
し
・
ひ提

子
さ
げ
な
ど
に
う
つ
し
つ
ゝ
た
ま
ふ
。
大
衆
、「
山

の
め面

目

い
ぼ
く
あ
り
」
と
み
な
よ
ろ
こ
び
つ
ゝ
、
か
み
・
中
・
し
も

と
り
〴
〵
え酔

ひ
て
、
ひ
の
く
れ
か
ゝ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

や
ま
に
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

し
。
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六
三

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

349

・
第
三
巻
第
一
段

さ
る
が
中
に
、
郡
司
が
子
は
こ
の
年
比
酒
を

ひ
さ
し
く
の
ま
で
、
い
の
ち
も
絶
べ
う
お
ぼ
え

し
を
、
け
ふ
思
ひ
の
ま
ゝ
に
数
も
し
ら
ず
か
た
ぶ
け

つ
れ
ば
、
れ
い
の
う
つ
し
心
う
せ
て
物
ぐ
る
を
し
さ

こ
と
に
お
こ
り
ぬ
。
山
に
帰
り
の
ぼ
る
よ
り
、
其
こ
と
ゝ

な
く
は
ら
だ
ち
い
か
り
、
僧
た
ち
・
児ち
ご

ど
も
を
も
う

ち
た
ゝ
き
、
あ
ま
た
き
ず
つ
け
な
や
ま
し
け
り
。
若

き
僧
の
、「
わ
れ
は
」
と
ち
か
ら
だ
て
す
る
も
の
ど
も
だ
に
、

か
し
ら
さ
し
出
べ
う
も
な
く
て
、
に
げ
さ
り
け
れ

ば
、
た
ち
む
か
ふ
人
の
な
き
ま
ゝ
に
、
は
て
〳
〵
は
た
ゞ

ひ
と
り
狂
ひ
ふ
し
つ
。
か
の
わ
が
料
な
る
仮
面
に
わ

き
て
心
を
そ
め
つ
る
。
げ
に
や
、
酔
臥
た
る
お
も
て

の
色
あ
か
く
、
さ
な
が
ら
そ
の
仮
面
の
や
う
に
、

め
・
く
ち
い
ら
だ
ち
、
お
そ
ろ
し
く
ぞ
見
え
た
る
。

衆
徒
、
だ大

師
ひ
し
に
う訴た
へ
申
や
う
、「
此
さ
け
の
み
童

子
よ
べ
く
る
ひ
あ
れ
け
る
さ
ま
、
ひ
と
へ
に
夜
叉
・
羅

刹
な
ど
の
や
う
に
て
、
あ
ま
た
人
々
に
き
ず
つ
け

な
や
ま
し
つ
る
こ
と
、
ま
た
よ
に
在
べ
う
も
侍
ら
ず
。

殊
に
は
大
師
の
を重も
き
御
い
ま
し
め
を
や
ぶ

り
申
つ
。
か
ゝ
る
も
の
を
す住

ま
せ
給
は
ゞ
、
ゆ
ゝ
し
き
ひ僻

が
こ事と
し
い
で
侍
ら
む
。
と
く
追
し
ぞ
け
給
ふ
べ
し
」
と

い
ふ
。
大
師
、
郡
司
の
ね
も
ご
ろ
に
聞
え
を
き
し
を
、「
さ

る
か
た
は
、
も
の
を
ば
わ
き
て
哀
と
お
ぼ
せ
ど
、
魔

縁
を
ゆ
る
が
せ
に
せ
む
は
法
の
や
つ
れ
な
れ
ば
」
と

童
子
を
め
し
よ
せ
て
、「
よ
べ
の
さ
ま
、
ひ
と
へ
に
悪
魔

の
所
為
な
る
べ
し
。
い
か
な
る
因
に
や
と
ふ不

憫
び
む

な
れ
ど
、
大
衆
の
う
た
へ
も
だ
し
が
た
き
に
よ
り
、
今

下
山
せ
し
む
る
也
」
と
の
給
。
童
子
え酔

ひ
の
醒
て

お
も
て
の
さ
ま
も
ひ
き
か
へ
、
う
ち
し
ほ
れ
て
、「
酔

心
に
い
か
な
る
つ
み
を
か
犯
し
侍
り
け
む
。
こ
り

ど
も
こ
り
ぬ
、
こ
た
び
は
唯
ゆ許

り
給
は
ら
む
」
と
わ詫

ぶ

れ
ど
、「
大
衆
た
ち
の
う
た
へ
せ
ち
な
る
を
い
か
ゞ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
む
。
と
く
〳
〵
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
。

・
第
三
巻
第
二
段

童
子
は
、
日
頃
な
れ
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
大
師
よ
り
し
て
、

し親た
し
か
り
つ
る
ち
ご
・
法
し
ば
ら
に
も
す
て
ら
れ
、「
今
よ

り
は
み身

の
を
き
所
な
き
社こ
そ

か
な
し
け
れ
」
と
わ
ぶ
る

を
、
大
衆
と
り
〴
〵
に
、「
そ
や
つ
無
慙
の
も
の
、
は
や
く

山
を
く
だ
れ
」
と
せ
め
あ
へ
ば
、
せ
む
す
べ
な
く
て
、
さ坂か

も本と
の
か
た
へ
下
り
ゆ
き
け
り
。
こ
れ
は
中

堂
や
く
し
如
来
・
山
王
権
現
の
追
放
ち
給
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
と
南な
ん

。

・
第
三
巻
第
三
段

ひ
え
を
お
ひ
は
な
た
れ
し
よ
り
、
か
な
た
こ
な
た
さ
ま

よ
ひ
あ
り
け
ど
、
住
べ
き
所
も
な
し
。
せ
め
て
夜
に

ま
ぎ
れ
て
父
の
郡
司
が
や
ど
り
に
い
り
来
れ
り
。
ず従

さ者

ど
も
「
か
く
」
と
告
る
に
、
郡
司
夫
婦
お
ど
ろ
き
出
む
か

へ
て
見
る
に
、
面
や
う
あ
か
し
に
か
は
り
て
、
ま
な
こ
ゐ

す
ご
し
。
さ
す
が
に
恥
た
る
さ
ま
し
て
、
し
ほ
れ
㞐
た
り
。

は
ゝ
う
へ
、「
思
ひ
か
け
ず
や
、
か
く
ひ
と
り
お
は
す
る
。
い
か
な
る

故
ぞ
」
と
ゝ
ふ
に
、
う
ち
ひ
そ
み
て
、「
さ
い
つ
比
、
衆
徒
達

の
お大

内

ほ
う
ち
に
躍
り
を
ま
い
ら
せ
け
る
時
、
み神

酒き
賜
は
り
、

山
に
帰
り
の
ぼ
り
て
の
よ夜

、
は
か
ら
ず
あ
ま
た
の
僧
・
児ち

ご

た
ち
を
き
ず
つ
け
そ
こ
な
ひ
き
。
さ
れ
ば
大
師
い
た
く

む
づ
か
ら
せ
給
ひ
て
、
下
山
さ
せ
ら
れ
侍
り
。
都
に
し
ば
し

さ
ま
よ
ひ
あ
り
く
に
、
を
の
づ
か
ら
、『
酒
て
む
ど
う
じ
よ
』
と
い
ひ

さ
は
が
る
ゝ
も
む
づ
か
し
く
、
よ
る
か
た
の
侍
ら
ね
ば
わ
り
な

く
、
か
ゝ
る
さ
ま
に
て
み
え
奉
ら
む
。
は
ぢ
が
は
し
け
れ
ど

い
ま
は
い
か
ゞ
は
せ
む
、
は
た
、
御
わ
た
り
の
こ
ひ
し
う
の

み
お
も
ひ
奉
ら
る
ゝ
ま
ゝ
、
か
く
ま
い
り
侍
ら
ふ
」
と
い
ら

ふ
る
に
、
郡
司
、「
い
と
哀あ
は
れと

は
思
ふ
も
の
ゝ
、
心
ひ
と
つ
に
よ
く

よ
く
お
も
ひ
か
へ
せ
ば
、
も
と
い
ぶ
き
明
神
の
我
女
に

う
ま
せ
て
、
す
ぢ
こ
と
な
る
う
へ
に
、
幼
き
ほ
ど
だ
に
酒
を

こ
の
み
飲
て
狂
ひ
さ
は
ぐ
を
、
よ
ろ
づ
に
あ
つ
か
ひ
か昂う

じ
つ
れ
。
そ
も
、
大
師
の
恵
ふ
か
き
御
教
に
も
た
が
ひ

ま
い
ら
せ
け
る
こ
と
よ
。
か
ゝ
る
悪
業
の
も
の
を
、
親
子
の
む
つ
び

に
今
更
に
ち
か
づ
け
を
か
ば
、
中
々
い
か
な
る
事
か
し
出
む
」
と
、
い
と

お
し
さ
は
か
ぎ
り
な
き
物
か
ら
、「
そ
こ
の
誠
の
父
母
は
賢
く

も
い
ぶ
き
の
嶽
に
お
は
す
る
明
神
ぞ
。
ま
こ
と
の
父
君
の
も
と
へ

ま
い
ら
る
べ
し
。
を
の
れ
を
親
と
な
お
ぼ
し
そ
」
と
い
ふ
時
、
童
子

め
を
き
と
い
か
ら
し
て
、「
か
ゝ
る
さ
ま
に
さ
す
ら
へ
侍
ら
へ
ば
、
い
と
は
せ

給
ふ
が
さ
る
こ
と
は
り
な
が
ら
、
後
の
お
や
を
親
と
こ
そ
い
か
ゞ
は

し
た
ひ
奉
ら
ざ
ら
む
」
と
わ
り
な
く
い
ふ
を
、
と
か
く
い
ひ
こ

し
ら
へ
て
、
さ
る
べ
き
も
の
お
ほ
く
あ
た
へ
な
ど
し
、
ず
さ
を
そ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

て
い
ぶ
き
に
ぞ
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

や
り
け
る
。
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六
四

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

350

・
第
三
巻
第
四
段

か
く
て
い
ぶ
き
明
神
の
や
し
ろ
に
こ
も
り
㞐
て
、「
い
か

に
も
あ
は
れ
み
給
へ
」
と
、
ひ
た
ぶ
る
に
ね祈

ぎ
け
る
。
よ
の
ゆ
め
と

も
な
く
、
明
神
あ
り
し
お大

君

ほ
き
み
姿
に
て
現
れ
給

ひ
、「
汝
は
ま
こ
と
に
わ
が
子
に
ぞ
あ
る
。
わ
れ
八
ま
た
の
む

か
し
、
い
み
じ
く
酒
を
好
め
る
に
よ
り
、
汝
も
ま
た

し然か
さ
け
に
ふ
け
り
、
つ
ゐ
に
魔
境
に
い
れ
り
。
汝
が

は
ゝ
た
ま
ひ
め
は
と
く
か神

去
む
さ
り
つ
。
そ
の
か
た

み
と
お
も
へ
ば
、
い
と
ゞ
ふ不

憫
び
む
に
こ
そ
。
今
は
か
く
て

た
や
す
く
人
界
に
た
ち
ま
じ
る
べ
く
も
あ
ら
じ
を
。
こ
ゝ

よ
り
乾
に
あ
た
り
て
岩
屋
の
あ
る
。
其
中
に
か
く
れ

す
め
。
ゆ
め
あ
や
し
き
ふ
る
ま
ひ
を
し
な
。
ひ
と
を
な
や

ま
し
そ
」
な
ど
こ
ま
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
し
へ
給
へ
り
。

・
第
三
巻
第
五
段

か
の
い
は
や
は
岑
た
か
く
聳
え
め
ぐ
り
、
太
山

木
し
げ
り
あ
ひ
て
、
い
か
に
も
世
人
し
る
ま
じ
き
所
な
れ

ば
、
さ
て
心
の
と
が
に
か
く
れ
す
み
け
り
。
や
う
〳
〵
年

月
の
過
行
ま
ゝ
に
、
明
神
の
お
き
て
給
ひ
し
に
も

そ
む
き
、
そ
こ
は
か
と
な
く
魔
縁
に
の
み
ひ
か
れ

つ
ゝ
、
を
の
づ
か
ら
変
ぐ
ゑ
の
自
在
を
え
て
、
雲

を
お
こ
し
、
雨
を
よ
び
、
群
類
を
あ
つ
め
て
山
ゝ

を
か
け
り
め
ぐ
り
、
鳥
け
も
の
を
食
と
し
、
は
て

は
て
は
、
里
む
ら
に
出
て
人
の
女
・
こ子

を
う
ば
ひ
、
朝
夕

酒
を
の
み
、
人
の
し
ゝ
む
ら
を
さ
へ
く
ふ
。
さ
れ
ど
世
人
是

を
し
ら
ず
。
か
ゝ
り
し
程
に
、
ひ
え
の
山
の
大
師
、「
ま
ぢ
か

き
わ
た
り
に
さ
る
悪
鬼
か
く
れ
住
み
、
人
を
な
や
ま
す
こ
と
吾

山
の
お
も面

て
ぶ伏

せ
也
。
す
み
や
か
に
か
の
邪
魔
を
修

縛
す
べ
し
」
と
七
日
七
夜
、
三
千
の
衆
徒
を
あ
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
法
を
行
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

給
。

・
第
三
巻
第
六
段

其
み
つ
る
日
、
お
ほ
み
や
権
現
ち
ご
に
つ
き
て
、「
こ
の
山

に
あ
り
し
酒
顚
、
い
ま
は
い
ぶ
き
の
岩
屋
に
か
く
れ
す
み

て
悪
魔
と
な
り
ぬ
。
く
さ
〴
〵
の
さ
ば
へ
を
な
し
、
世
人

の
わ
づ
ら
ひ
な
れ
ば
、
聖
真
子
・
八
王
子
・
客
人
を
始
と
し

て
、
み
な
か
れ
が
す
む
い
は
や
に
行
む
か
ひ
て
せ
め
ら
る
ゝ

に
よ
り
、
邪
魔
こ
れ
に
お
そ
れ
て
、
莓こ
け

の
雫
の
も
る
が

如
く
に
い
は
ま
を
く
ゞ
り
て
に
げ
さ
れ
り
。
さ
れ
ど
猶
こ
れ
を

ほ
ろ
ぼ
し
て
む
と
て
、
六
十
六
國
の
神
々
を
か
む
つ
ど
へ
に

つ
ど
へ
、
神
は
か
り
に
は
か
り
給
。
か
ゝ
れ
ば
風
に
た
ゞ
よ
へ
る
浮

雲
の
ご
と
く
終
に
ほ
ろ
び
う
せ
ぬ
べ
き
も
の
ぞ
。
さ
愁
ふ
る

こ
と
な
か
れ
」
と
、
御
つ
げ
の
け結

縁

ち
ゑ
む
な
る
に
、
大
衆
、
は
た

ま
い
り
ま
う
で
け
る
も
の
ら
ま
で
、
お
そ
ろ
し
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ
く
て
泪
を
な
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
へ
り
。

・
第
三
巻
第
七
段

酒
て
む
ど
う
じ
年
頃
か
く
れ
す
み
し
い岩

屋
は
や
は
、
権
現
か

り
出
し
給
ひ
つ
。
虚
空
に
あ
が
り
、
か
す
み
に
の
り
、
き
り

に
か
く
れ
て
も
す住

み
は果

つ
ま
じ
け
れ
ば
、
す
み
所
も
と
め
む
と

越
中
の
た
て
山
に
い
り
し
を
、
そ
れ
も
権
現
や
が
て

お
ひ
く
だ
し
給
。
か
く
て
東
北
の
か
た
を
お
も
ひ
や
る
に
、
い

づ
く
も
神
力
み
ち
〳
〵
た
れ
ば
、
か
く
れ
ぬ
べ
き
と
こ
ろ

な
し
。「
よ
し
西
南
に
あ
た
り
て
社こ

そ

は
す
ま
め
」
と
思

ふ
が
、
い伊

勢せ
は
か
し
ら
さ
し
い
る
べ
う
も
あ
ら
ず
。
高
野
は

さ
ら
也
。
か葛

城

づ
ら
き
も
芳吉

野埜
も
同
じ
こ
と
。
い
か
ゞ
は
せ
む
。

あ
は
れ
四
国
の
地
は
よ
き
山
々
お
ほ
か
れ
ど
、
か
く

て
は
行
か
た
の
な
き
に
、
お
も
ひ
か
う
じ
て
、
ま
た
都

に
た
ち
帰
り
ぬ
。
爰
に
み
や
こ
よ
り
西
に
あ
た
り
て

千
丈
と
い
ふ
嶽
あ
り
。
こ
れ
さ
る
べ
き
神
も
お
は

さ
ね
ば
、
こ
ゝ
ろ
や
す
し
と
お
も
ひ
よ
り
て
、
い
そ
ぎ
か

し
こ
に
飛
ゆ
き
、
巌
を
う
が
ち
て
か門ど
ゝ
し
、
山
を

裂
て
つ築

泥

い
ひ
ぢ
を
し
、
む
ね
〳
〵
し
く
か
ま
へ
て
か
く

れ
す
む
。
さ
る
ほ
ど
に
星
移
り
ゆ
き
、
い
ま
も百ゝ

と年せ
あ
ま
り
の
と
し
月
を
へ
て
、
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ

に
へ変

化

む
ぐ
ゑ
し
、
し障

碍

や
う
げ
を
し
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ四

方も
に
横
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

け
り
。
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六
五

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

351

・
第
四
巻
第
一
段

一
條
院
あ
め
が
し
た
し
ろ
し
め
す
永
延
の
比
、

都
に
あ
や
し
き
事
い
で
き
け
り
。
さ
る
は
、
人
多
く

う
せ
て
行
か
た
を
し
ら
ず
。
お
な
じ
所
に
な
ら
び
ゐ

た
る
も
の
ゝ
、
立
と
も
行
と
も
な
く
て
忽
に
か
い
け
ち

見
え
ず
な
り
ぬ
る
。
お
そ
ろ
し
と
も
い
は
む
か
た
な
し
。

そ
の
親
・
は
ら
か
ら
皆
く
れ
ま
ど
ひ
つ
ゝ
、
は
だ
し
た
し
き

か
ぎ
り
心
を
あ
は
せ
て
野
山
を
さ
が
し
も
と
む
れ
ど
も
、

獨
と
し
て
尋
あ
ふ
も
の
な
し
。
後
に
は
公
卿
・
殿
上
人
の

や
む
ご
と
な
き
き際は
の
姫
君
た
ち
も
う失

せ
た
ま
ふ
。

中
に
も
池
田
中
納
言
國
隆
卿
と
て
ゆ
ゝ
し
く
時
め
き
給

お
は
し
け
る
が
、
こ
の
姫
君
も
う
せ
給
ひ
ぬ
。
一
ぞ族う
の
人
々

の
こ
る
隈
な
く
た
づ
ね
め
ぐ
れ
ど
さ
ら
に
み
え
ず
。
帝
も

聞
し
め
し
お
ど
ろ
か
せ
給
ひ
て
、
禁
中
に
し
て
御
禱
あ
る

べ
し
と
て
、
有
験
の
僧
た
ち
を
め
し
あ
つ
め
て
大
法
・
秘
法

を
修
せ
し
め
ら
れ
け
れ
ど
、
猶
人
の
う
す
る
事

や
ま
ず
。
な
べ
て
、
い
づ
く
も
夕
つ
か
た
よ
り
は
門
を
さ
し
、

こ
も
り
ゐ
て
お
そ
れ
を
の
ゝ
く
。
其
比
、
阿
部
の
は晴る
明
と

い
ふ
う占ら
の
は博

士
か
せ
あ
り
。
國
隆
卿
な
げ
き
の
や
る
か
た
な
き

に
、「
こ
と
の
さ
ま
う
ら
な
は
せ
ば
、
せ
め
て
お
も
ひ
の
ど
む
る
事

も
や
」
と
て
、
か
れ
を
め
し
て
と
は
せ
給
ふ
に
、
晴
明
勘
文
を

ま
い
ら
す
。
ひ
ら
き
み
給
に
、「
是
は
千
丈
が
嶽
と
い
ふ
に
す
め
る

へ変

化

ん
ぐ
ゑ
の
も
の
ゝ
い
ざ
な
ひ
侍
り
し
也
。
さ
れ
ど
御
命
は

つ
ゝ
が
な
く
お
は
し
ま
す
。
い
そ
ぎ
て
か
の
変
化
を
退
治

な
し
給
は
ゞ
、
事
な
く
か
へ
ら
せ
給
は
む
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま
び
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
た
り
。

・
第
四
巻
第
二
段

國
隆
卿
こ
の
勘
文
を
奏
し
給
に
、
公
卿
さ
だ
め
申
さ
る
ゝ

は
、「
昔
も
か
ゝ
る
事
の
侍
り
し
に
、
傳
教
・
弘
法
な
ど
法
験
を

も
て
た
や
す
く
し鎮づ
め
た
り
し
が
、
今
は
さ
る
験
者
も
あ
る
ま
じ
。

武
士
に
お
ほ
せ
て
か
の
へ変

化

ん
ぐ
ゑ
退
治
あ
る
べ
き
か
」
と
一
同
に

奏
し
申
さ
れ
け
れ
ば
、「
さ
ら
ば
」
と
て
源
平
両
家
の

な
か
に
そ
の
器
を
え
ら
ば
せ
給
ひ
、
摂
津
守
源
頼
光
を
め
さ

れ
て
、「
千
丈
が
嶽
に
変
化
こ
も
り
ゐ
て
、
お
ほ
く
の
人
を

な
や
ま
す
。
汝
い
そ
ぎ
行
む
か
ひ
て
退
治
す
べ
し
」
と

詔
あ
り
。
よ頼

光

り
み
つ
、
つ
ゝ
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
け
給
は
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
か
で
ぬ
。

・
第
四
巻
第
三
段

か
く
て
頼
光
に
し
た
が
へ
る
兵
あ
ま
た
あ
る
中
に
も
、

四
天
王
と
て
綱
・
公
時
・
定
光
・
季
武
、
そ
の
外
に
保
昌

と
い
ふ
つ
は
も
の
を
あ
つ
め
ら
れ
て
、
頼
光
の
給
ひ
け
る
は
、

「
昔
よ
り
勅
を
う
け
て
逆
徒
を
ほ
ろ
ぼ
せ
し
例
は

あ
ま
た
な
れ
ど
、
か
く
め
に
見
え
ぬ
変
化
の
も
の
を
退
治

せ
む
は
あ
る
べ
き
事
と
も
お
ぼ
え
ず
。
さ
り
と
て
辞
し
奉
る

べ
き
も
か
た
じ
け
な
さ
に
、
か
し
こ
ま
り
は
申
き
。
さ
て
い
か
ゞ
し
て

ほ
ろ
ぼ
さ
ん
」
と
あ
る
に
、
綱
す
ゝ
み
出
て
、「
あ
ま
た
の
軍
を
ひ
き

ゐ
て
、
か
れ
が
城
を
か
こ
み
攻
う
た
む
に
、
い
か
な
る
変
化
な
り

と
も
の
が
る
べ
き
や
う
あ
ら
じ
」
と
申
す
。
保
昌
、「
い
な
ぞ
や
。
世
の

常
の
事
な
り
。
い
か
に
も
こ
と
な
る
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
こ
そ
」

と
い
ふ
。
頼
光
、「
へ
ん
ぐ
ゑ
の
な
す
所
は
凡
夫
の
力
の
及
ぶ

べ
き
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
ひ
た
す
ら
に
神
力
の
擁
護
を
頼
て

ぞ
う討

つ
べ
き
」
と
て
、
綱
・
公
時
は
住
吉
、
定
光
・
す季ゑ
武
は

熊
野
に
と
り
〴
〵
ぬ幣さ
奉
ら
せ
、
み
づ
か
ら
は
保
昌
を
と
も

な
ひ
て
や八

幡
は
た
山
へ
ま
う
で
、
三
日
三
夜
こ
も
り
ゐ
て

ふ
か
く
祈
願
し
給
。
そ
の
さ
い
は
て
の
夜
、
か
し
こ
き
夢
の

　
　
　
　
　

告
あ
り
け
れ
ば
、
た頼の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し
く
ぞ
お
ぼ
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る
。

・
第
四
巻
第
四
段

頼
光
か
の
夢
の
さ
と
し
を
思
ひ
め
ぐ
ら
す
に
、「
軍
あ
ま
た

ひ
き
ゐ
な
ば
、
か
へ
り
て
事
あ
や
ま
つ
べ
し
。
た
ゞ
、
六
人
山
伏
の

路
に
ま
ど
ひ
た
る
さ
ま
し
て
、
山
ふ
か
く
分
入
な
ば
、
さ
だ
め
て

変
化
の
も
の
出
き
た
ら
む
。
そ
の
時
い
か
に
も
し
て
う
つ
べ
き
」
と

の
給
へ
ば
、
み
な
、「
し
か
る
べ
し
」
と
て
、
六
人
い
づ
れ
も
頭
巾
・
す
ゞ
か

け
し
て
、
笈
の
中
に
兵
具
と
り
い
れ
、

　
　
　
　
　
　
　

出
た
ち
け
る
そ
の
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
い
さ
ま
し
。

・
第
四
巻
第
五
段

六
人
の
山
ぶ
し
た
ち
、
剛
力
の
一
人
を
も
ぐ具

せ
ず
、

千
丈
が
嶽
に
と
い
そ
が
れ
け
る
ま
ゝ
に
、
都
を
出
て
三
日
と

い
ふ
に
そ
の
麓
に
こ
そ
は
つ
き
給
ひ
け
れ
。
人
倫
た
え
て

鳥
獣
も
な
く
、
松
ふ
く
風
、
山
水
の
岩
に
く
だ
く
る
音
も

の
淋
し
。
た
け
き
人
々
も
さ
す
が
に
心
ぼ
そ
く
て
、
か
な
た

こ
な
た
見
め
ぐ
ら
し
た
れ
ば
、
清
き
流
あ
る
か
た
の
、
し
げ
り

た
る
樹
陰
に
ひ
と
つ
の
庵
み
ゆ
。
綱
申
や
う
、「
か
ゝ
る

ふ
か
き
山
中
に
す
む
は
人
に
は
あ
ら
じ
。
か
の
鬼
の
眷
属
と

こ
そ
お
も
は
る
れ
。
そ
や
つ
と
ら
へ
て
事
の
や
う
を
せ
め
と
ひ
、
路

の
し
る
べ
も
さ
せ
ば
や
」
と
い
ふ
。
頼
光
、「
さ
な
せ
そ
。
諸
と
も
に
行
て
、
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六
六

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

352

か
れ
が
心
を
と
り
す
か
し
て
路
の
し
る
べ
は
さ
せ
む
」
と
う
ち
つ
れ

て
庵
に
立
よ
り
み
れ
ば
、
翁
三
人
も
の
閑
に
む
か
ひ
ゐ
た
り
。

う打

ち
し
咳は

ぶ
き
て
、「
路
を
分
ま
よ
ひ
た
る
も
の
に
て
侍
る
。
此
や
ま

ぢ
は
い
か
や
う
に
分
て
か
、
人
里
あ
る
か
た
へ
は
い
づ
べ
き
。
を
し
へ

さ
せ
給
へ
」
と
い
ふ
。
ひ
と
り
の
翁
い
ふ
や
う
、「
こ
の
あ
た
り
は

尋
常
の
人
の
ゆ
き
か
よ
ふ
べ
き
所
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
よ
り

お
く
は
鬼
の
す
み
か
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
こ
し
か
た
へ
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り
お
は
せ
」
と
い
ふ
。

・
第
四
巻
第
六
段

「
さ
や
う
の
所
に
翁
た
ち
は
い
か
で
す
み
給
に
や
。」
翁
の

い
は
く
、「
何
事
も
ま
づ
さ
し
を
き
て
、
し
ら
ぬ
山
路
を
は
る
〴
〵

と
分
い
り
給
へ
る
。
さ
こ
そ
か辛ら
が
り
つ
ら
め
。
し
ば
し
入
て

や
す
み
給
ひ
ね
」
と
い
ふ
に
、
入
て
何
く
れ
と
も
の
が
た
り
す
。
一
人

の
翁
い
ふ
や
う
、「
人
々
の
さ
ま
を
よ
く
見
侍
る
に
、
路
に
ま
ど

ひ
て
こ
ゝ
に
き
た
る
と
は
の
給
へ
ど
、
さ
は
あ
ら
じ
。
こ
の

山
に
す
め
る
鬼
を
ほ
ろ
ぼ
す
べ
き
勅
を
う
け
給
は
り
て

お
は
し
た
る
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
人
の
力
の
み
に
て
は

か
な
ひ
が
た
か
る
べ
け
れ
ば
、
此
三
人
が
手
を
か
し
て
た
す
け

ま
い
ら
せ
む
が
た
め
に
、
か
り
に
こ
ゝ
に
は
出
来
れ
り
。
ゆ
く

べ
き
路
を
は
じ
め
、
か
の
鬼
の
す
み
か
ま
で
も
隈
な
く

し
る
べ
せ
む
。
心
や
す
か
れ
」
と
の
給
。
そ
の
と
き
翁
た
ち
を

見
奉
て
、「
こ
れ
は
、
此
さ
き
ぬ
さ
を
さ
ゝ
げ
て
い
の
り
た
て
ま
つ

り
し
三
神
に
て
お
は
す
よ
」
と
か
し
こ
く
ぞ
お
ぼ
さ
る
。

頼
光
、
か
く
擁
護
の
い
ち
じ
る
し
け
れ
ば
、「
今
は
陳
じ
申
べ
き

に
あ
ら
ず
。
誠
に
か
し
こ
く
勅
を
蒙
て
、
か
の
鬼
を
退
治

つ
か
ふ
ま
つ
ら
む
が
た
め
、
む
か
ひ
て
侍
り
。
あ
は
れ
ね
が
は
く
は

御
力
を
そ
へ
給
ひ
、
た
や
す
く
ほ
ろ
ぼ
さ
し
め
、
國
土
を
安

穏
に
な
し
給
へ
」
と
申
さ
れ
け
り
。
翁
う
ち
え
み
て
、「
此
鬼
、

酒
を
こ
の
む
ゆ
へ
に
其
名
を
酒
顚
と
よ
ぶ
。
此
さ
け
を

え
さ
す
る
ぞ
。
鬼
に
の
ま
せ
よ
。
あ
ぢ
は
ひ
甘
露
の
如
く
、

人
の
の飲

み
た
ら
ん
に
は
薬
と
な
り
、
鬼
に
は
い
み
じ
き
毒
と
な

れ
ば
、
五
體
な
や
み
、
心
み
だ
れ
ふ
す
べ
し
。
そ
の
時
ほ
ろ
ぼ
し

な
ば
、
い
と
や
す
か
り
な
む
。
此
か
ぶ
と
を
き
て
む
か
ふ
べ
し
。
い
か

な
る
邪
鬼
な
り
と
も
ほ
ろ
ぼ
さ
ず
と
い
ふ
事
な
か
る
べ

き
ぞ
」
と
て
頼
光
に
さ
づ
け
給
へ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
よ
ろ
こ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
か
ぎ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
し
。

・
第
四
巻
第
七
段

神
々
ま
づ
さ
き
に
立
て
道
び
き
給
。
た
の
も
し
く
て

み
な
よ
ろ
こ
び
い
さ
み
つ
ゝ
、
さ険が
し
き
山
を
よ
ぢ
、
岩
根
を
ふ

み
て
ゆ
け
ば
、
千
尋
の
き
し
深
く
、
は
る
か
の
下
に
谷
川

音
た
か
く
な
が
る
。
す
べ
て
ゆ
く
べ
き
路
な
し
。
な
べ
て
の
け
し

き
世
に
ゝ
ず
。
む
か
ひ
の
山
々
は
屛
風
を
立
た
る
ご
と
く
、

い
か
な
る
通
力
に
て
も
越
ゆ
く
べ
し
と
は
見
え
ざ
り

け
り
。「
い
か
ゞ
し
て
の
ぼ
り
ゆ
か
む
」
と
六
人
は
み
な

せ
む
か
た
な
く
の
ぞ
み
ゐ
た
る
に
、
神
た
ち
や
が
て
大
な
る

木
を
た
や
す
く
引
た
は
め
、
峯
よ
り
み
ね
に
は
し
の

や
う
に
か
け
わ
た
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
人
々
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
し
給
。

・
第
四
巻
第
八
段

猶
や
ま
深
く
分
い
る
ま
ゝ
に
、
巌
峨
々
と
し
、
し
ら
雲

た
な
び
き
わ
た
り
、
あ
ふ
ぎ
み
る
に
鳥
も
か
け
ら
ず
、
ま
い
て

人
は
分
の
ぼ
る
べ
き
や
う
な
き
を
、
三
神
、
六
人
が
手
を
と
り
て

い
ざ
な
ひ
給
ひ
つ
れ
ば
、
お
ほ
か
た
の
山
路
を
ゆ
く
や
う
に
の
み
お
ぼ
え

て
、
さ険が
し
か
り
し
嶺
も
越
つ
。
又
行
か
た
に
、
い
は
ほ
こ
と
に

高
く
そ
び
え
か
さ
な
り
た
る
中
に
洞
あ
り
。
神
た
ち
先
に

立
て
、「
こ
ち
」
と
あ
る
に
し
た
が
ひ
て
い
る
。
常
夜
と
も
い
ふ
べ
く

い
と
暗
く
て
、
行
路
は
さ
ら
な
り
。
物
の
色
め
も
見
わ
か
ず
。
只
此
神
々

を
光
に
て
は
る
〴
〵
と
入
も
て
ゆ
け
ば
、
あ
か
き
方
に
ぞ
出
け
る
。

谷
河
の
流
あ
り
。
神
々
の
給
は
く
、「
こ
の
流
に
そ
ひ
て
の
ぼ
り
ゆ
く

べ
し
。
鬼
の
す
み
家
ま
で
は
直
路
な
れ
ば
い
さ
ゝ
か
も
分
迷
ふ

事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
て
人
に
行
あ
ふ
べ
き
な
り
。
そ
れ
に
な
を

こ
と
の
や
う
を
と
ひ
、
し
る
べ
を
も
さ
せ
よ
。
酒
顚
を
う
つ
お
り
は

か
な
ら
ず
力
を
そ
ふ
べ
き
ぞ
。
め
に
は
さ
や
か
に
見
へ
ず

と
も
六
人
を
擁
護
せ
む
こ
と
、
ゆ
め
う
た
が
ふ
べ
か

ら
ず
」
と
ね
も
ご
ろ
に
の
給
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
さ
り
う
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

給
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

・
第
四
巻
第
九
段

人
々
な
み
だ
も
こ
ぼ
る
ゝ
ば
か
り
、
か
た
じ
け
な
さ
に
ふ
し

お
が
み
つ
ゝ
此
な
が
れ
に
そ
ひ
て
ゆ
く
ほ
ど
、
わ
か
き
女
房
の
血

に
け
が
れ
た
る
き
ぬ
を
あ
ら
ひ
ゐ
た
り
。「
こ
れ
ぞ
か
の
の
給
ひ

け
る
人
な
る
べ
し
」
と
お
も
ひ
て
、「
こ
れ
は
い
か
な
る
も
の
ぞ
」
と

と
ふ
。
女
は
と
ば
か
り
物
を
も
い言

は
で
な泣

き
け
る
が
、
や
ゝ
た
め

435_335-358_江村知子_研究資料.indd   352435_335-358_江村知子_研究資料.indd   352 2021/12/24   14:082021/12/24   14:08



六
七

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

353

ら
ひ
て
、「
こ
ゝ
は
鬼
の
す
め
る
所
に
て
侍
り
。
か
く
分
い
り

給
、
ゆ
ゝ
し
き
事
ぞ
や
。
と
く
か
へ
ら
せ
給
へ
。
を
の
れ
は
都
の

も
の
な
る
が
、
と
ら
れ
て
か
ゝ
る
雑
や
く
な
ど
す
る
も
、
終
に
は

う
し
な
は
る
べ
し
。
哀
人
々
の
か
へ
ら
せ
給
は
む
に
ぐ
し
て

た
べ
」
と
い
ひ
も
や
ら
ず
、
た倒ふ
れ
ふ臥

し
て
な
く
。
頼
光
ち
か
く

よ
り
て
、「
お
も
と
は
都
に
し
て
は
、
い
か
な
る
か
た
の
女
房
ぞ
。」「
を
の

れ
は
な
に
が
し
の
中
将
な
る
も
の
ゝ
ひ
と
り
の
女
な
り
。
あ
り
し
夕

暮
に
だ
れ
と
も
し
ら
ぬ
人
の
か
き
い
だ
く
と
お
ぼ
え
た
れ
ば
、

や
が
て
か
ゝ
る
鬼
の
す
み
か
に
ぐ
し
て
き
た
り
き
。
を
の
れ

ば
か
り
に
侍
ら
ず
。
女
房
た
ち
あ
ま
た
と
ら
れ
て
す
み
侍
る

が
、
寵
愛
ふ
か
し
と
見
ゆ
る
も
露
こ
ゝ
ろ
に
か
な
は
ね
ば
、

血
を
し
ぼ
り
て
の
み
、
し
ゝ
む
ら
を
そ
ぎ
く
ひ
侍
る
な
り
。

堀
江
の
中
将
と
申
人
の
女
、
こ
の
二
年
が
ほ
ど
こ
ゝ
に
と
ら

は
れ
て
す
み
し
も
、
よ
べ
さ
か
な
に
く
は
れ
ぬ
。
そ
の
血
の

つ
き
た
る
衣
を
ば
か
く
あ
ら
ふ
な
り
」
と
い
ふ
に
、「
哀
は
か
な
き

事
か
な
。
此
山
ぶ
し
ど
も
は
か
し
こ
き
勅
を
蒙
て
、
そ
の
酒

顚
を
退
治
せ
む
が
た
め
に
こ
ゝ
に
分
入
て
侍
る
。
今
は
御
心

お
ち
ゐ
て
か
の
す
み
か
を
く
は
し
く
か
た
り
、
路
の
し
る
べ
し

給
へ
」
と
あ
る
に
、
此
女
房
手
を
あ
は
せ
、
目
一
め
涙
を
う
け
て
、

「
い
と
う
れ
し
」
と
よ
ろ
こ
び
、「
此
水
上
に
黒
が
ね
の
つ
い

ひ
ぢ
し
、
く
ろ
が
ね
の
門
あ
り
。
う
ち
に
入
て
又
同
じ

つ
い
ひ
ぢ
に
あ
か
ゞ
ね
の
門
を
ま設ふ
く
。
門
ご
と
に
あ
ま
た

の
鬼
ど
も
を
厳ご
そ
か
に
ま
も
れ
り
。
い
か
に
も
は
か
り
て
入
給
ひ
ね
。

四
季
の
と殿の
と
よ
び
て
春
秋
の
折
に
つ
け
、
花
も
み
ぢ
く

さ
〴
〵
の
色
を
つ
く
し
、
又
夜
の
ふ
し
ど
は
く
ろ
が
ね

に
て
つ
く
り
、
鉄
の
格
子
か
た
く
お
ろ
し
こ
め
て
、
そ
の

中
に
と
ら
は
れ
た
る
あ
ま
た
の
人
々
皆
か
た
は
ら
に
つ
ど

は
せ
、
手
あ
し
を
な
で
さ
せ
、
い
つ
も
よ
る
に
な
れ
ば
酒
を
の
む
が
、

此
鬼
ひ
る
は
面
の
色
う
す
あ
か
く
し
て
、
眉
く
ろ
く
そ
ぎ
、

さ
げ
た
る
髪
ひ
た
ひ
に
か
ゝ
る
ひ
ま
よ
り
、
左
右
の
眼
の

光
か
ゞ
や
け
り
。
夜
に
な
り
て
酒
に
え
ひ
ふ
し
た
る
さ
ま

猶
い
と
お
そ
ろ
し
。
た
け
は
二
丈
あ
ま
り
、
面
は
に丹

ぬ
り

の
や
う
に
、
髪
あ
か
く
ふ
り
み
だ
し
、
眼
の
ひ
か
り
こ
と
に

か
ゞ
や
き
て
鏡
を
な
ら
べ
か
け
た
る
ご
と
く
、
口
は
耳
の
も
と

に
さ
け
、
牙
す
る
ど
く
と
が
り
、
く
ひ
ち
が
ふ
。
そ
の
さ
ま
た
と
へ

む
に
も
の
な
し
。
金
く熊ま
・
石
く熊ま
・
あ阿

防
ば
う
・
ら羅

刹
し
や
・
き

り桐

王
・
お御

号
ご
う
な
ど
い
ふ
眷
属
ら
は
こ
と
に
酒
顚
の
み
近
く

つ
か
へ
、
夜
は
宿
直
を
怠こ

た
ら
ず
。
こ
れ
は
面
の
色
白
く
、

せ
た
か
く
こ
え
て
み
め
よ
く
見
ゆ
。
あ
ま
た
の
眷
属
は

よ
ひ
と
な
く
ま
も
り
を
ご
そ
か
な
れ
ば
、
た
は
や
す
く
本

意
と
げ
給
は
む
事
か難た
か
る
べ
し
。
さ
れ
ど
勅
を
蒙

て
か
く
き
た
ら
せ
給
は
ば
、
神
々
の
御
ま
も
り
を
も
て
、

や
が
て
退
治
あ
る
べ
き
こ
そ
う
れ
し
く
も
か
し
こ
け
れ
。

か
ゝ
る
事
ど
も
か
た
り
ま
い
ら
せ
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　

夢
も
ら
し
給
ふ
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
ひ
し
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
い
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り
ぬ
。

・
第
五
巻
第
一
段

六
人
の
山
伏
た
ち
、
か
の
女
房
の
物
語
し
ま
ゝ
に

路
を
と
り
て
い
そ
ぎ
ゆ
け
ば
、
い
ひ
し
に
た
が
は
ず
一
つ
の

門
に
い
た
り
ぬ
。
鬼
ど
も
あ
ま
た
つ
ど
ひ
ゐ
て
、
此
人
々
を

見
あ
は
て
あ
へ
り
。
人
々
ま
ぢ
か
く
よ
り
て
、「
こ
れ
は
修
行

者
の
道
に
ま
ど
ひ
た
る
な
り
。
一
夜
の
宿
を
ゆ
る
し

給
へ
」
と
い
ふ
。
鬼
ど
も
め
を
見
あ
は
せ
て
、「
さ
は
、
此
ほ
ど
食

と
ぼ
し
か
り
し
を
、
い
ざ
と
り
〴
〵
に
く
ら
ひ
て
あ
き
み
ち

な
ん
」
と
い
ひ
さ
は
ぐ
。
か
た
へ
の
鬼
、「
い
な
〳
〵
、
主
に
さ
と
も

申
さ
で
、
わ
た
く
し
物
に
し
た
ら
む
後
の
御
と
が
め

い
か
が
は
せ
ん
、
し
ば
し
ま
ち
ね
」
と
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
く
の
方
に
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

ゆ
き
け
る
。

・
第
五
巻
第
二
段

主
の
童
子
に
、「
か
く
」
と
告
す
れ
ば
、
童
子
の
き
ゝ
て
、

「
あ
や
し
の
事
や
。
わ
が
栖
に
は
い
か
な
る
飛
行
通
力
の

も
の
な
り
と
も
た
は
や
す
く
入
き
た
ら
ん
事
は
か
な
ふ
ま
じ
き
を
、

一
人
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
六
人
ま
で
き
た
り
た
る
こ
と
こ
そ
心
え

ら
れ
ね
。
さ
り
と
て
そ
の
ま
ゝ
に
引
さ
き
く
ら
は
む
も

興
あ
る
ま
じ
。
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
ま
ず
た対

面
い
め
し
て
こ
と
の

や
う
を
も
と
ひ
き
く
べ
き
ぞ
。
も
し
に
げ
ゆ
か
ば
、
一
口
に

く
ら
へ
」
と
い
へ
り
。
鬼
う
け
給
は
り
て
も
と
の
門
に
出
来
て
、

は
じ
め
に
も
に
ず
ゑ
み
つ
く
り
て
、「
こ
ち
」
と
請
じ
入
け
る
は

中
々
い
ぶ
せ
き
さ
ま
な
り
。
か
の
鬼
さ
き
に
立
て
、
ゆ
ゝ
し
く

つ
く
り
み
が
き
た
る
家
に
、「
こ
こ
に
お
は
せ
」
と
い
ふ
。
し
ば
し

あ
り
て
、
村
雨
さ
と
そ
ゝ
ぎ
、
い
な
び
か
り
し
、
風
す
さ

435_335-358_江村知子_研究資料.indd   353435_335-358_江村知子_研究資料.indd   353 2021/12/24   14:082021/12/24   14:08



六
八

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

354

ま
じ
く
ふ
き
お
ち
た
り
。
眷
属
の
鬼
、
お
ほ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭
上
に
ひ
ざ
ま
づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
ゐ
た
り
。

・
第
五
巻
第
三
段

と
ば
か
り
し
て
、
お
く
の
か
た
よ
り
大
地
も
う
ご
く
ば
か
り

に
足
音
し
て
出
く
る
を
見
れ
ば
、
た
け
い
と
た
か
く
、
こ

え
ふ
と
り
、
年
は
四
十
ば
か
り
な
る
が
、
髪
を
そ
ぎ
か
け
、
織

も
の
ゝ
衣
に
紅
の
袴
を
き
、
お
な
じ
さ
ま
の
わ
ら
は

二
人
の
か
た
に
た
す
け
ら
れ
て
い
づ
。
ま目

蔭
か
げ
を
さ
し

て
、
人
々
を
見
め
ぐ
ら
し
た
る
。
聞
し
に
も
こ
え
て
お
そ

ろ
し
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。
さ
れ
ど
、
人
々
は
三
神
の
擁
護

を
ふ
か
く
た
の
み
て
、
す
こ
し
も
お
く
し
た
る
気
な
く
座
せ
り
。

童
子
は
人
々
の
居
た
る
に
む
か
ひ
て
、
い
さ
ゝ
か
ゑ
み
い
ふ
や
う
、

「
客
人
た
ち
は
何
事
の
あ
り
て
か
此
山
中
に
は
お
は
し
た
る
ぞ
。

た
だ
あ
り
に
か
た
り
給
へ
。
山
嶽
と
い
ひ
、
巌
石
と
い
ひ
、
路
が

あ
ら
ば
こ
そ
分
ま
よ
ひ
た
る
と
は
い
は
め
。
心
え
が
た
し
」
と
て

あ
た
り
を
見
め
ぐ
ら
し
た
る
が
、
あ
や
し
と
お
も
ひ
た
る
さ
ま

な
れ
ば
、
頼
光
す
ゝ
み
出
て
、「
是
は
出
羽
の
羽
黒
よ
り

出
し
山
伏
の
熊
野
へ
ま
う
づ
る
が
、
夜
ふ
か
く
や
ど
り
を

た
ち
い
で
、
路
を
ふ
み
た
が
へ
て
こ
ゝ
に
は
ま
ど
ひ
参
り
ぬ
。

わ
が
祖
、
役え
ん

の
う優

婆

塞

ば
そ
く
の
御
し
る
べ
け
ち
ゑ
ん
に
し
て
、

こ
よ
ひ
の
や
ど
り
を
ゆ
り
給
へ
る
事
の

　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ
く
こ
そ
侍
れ
」
と

　
　
　
　
　
　

ま
が
〴
〵
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　

の
給
ひ
な
す
。

・
第
五
巻
第
四
段

ま
た
の
給
や
う
、「
は
ゞ
か
り
あ
る
事
に
は
は
べ
れ
ど
、
を
の
れ

ら
が
日
比
修
行
し
あ
り
く
路
の
つ
か
れ
を
や
す
め
ん
た
め
に

酒
を
も
ち
て
侍
。
哀
め
さ
る
べ
く
は
、
わ
れ
〳
〵
も
た
ふ
べ
て

路
の
つ
か
れ
も
や
す
め
ん
は
い
か
ゞ
侍
ら
ん
」と
の
給
に
、
童
子
聞
て
、

「
客
達
も
酒
を
こ
の
み
給
か
。
げ
に
酒
の
む
ほ
ど
世
に
た
の
も
し
き

事
は
な
く
侍
る
。
た
づ
さ
へ
給
へ
る
酒
給
は
り
な
む
。
ま
づ
こ
な
た

の
を
ま
い
ら
せ
よ
」
と
い
ふ
と
き
、
銚
子
・
か
は
ら
け
も
て
き
た
り
。

童
子
盃
を
と
り
あ
げ
て
一
つ
つ
ぎ
、
頼
光
に
さ
す
。
頼
光
そ

の
さ
か
づ
き
を
と
り
、
酒
を
た
ゝ
へ
て
き
と
見
給
へ
ば
、
酒
の
色

紅
に
し
て
な
ま
ぐ
さ
し
。
さ
れ
ど
さ
ら
ぬ
氣
し
て
の
み

つ
く
す
を
童
子
見
て
、「
盃
す
む
に
」
と
い
ふ
。「
う
け
給
は
り
ぬ
」
と
て

保
昌
に
さ
し
給
。
の
み
て
綱
に
さ
す
。
と
り
〴
〵
ず順

流

ん
な
が
る
ゝ
時
、

童
子
、「
み
さ
か
な
を
」
と
い
ふ
。
人
の
足
の
白
き
を
一
つ
、
さ
な
が
ら
ま

な
い
た
に
す
へ
て
さ
ゝ
げ
出
た
り
。
童
子
い
ふ
や
う
、「
そ
れ
て調う
じ

て
ま
い
ら
せ
よ
。」
頼
光
み
給
て
、「
み
づ
か
ら
て
う
じ
た
ふ
べ

む
」
と
て
、
つ
ど
ゐ
よ
り
て
刀
を
ぬ
き
、
し
ゝ
む
ら
四
、
五
寸
ば
か
り

お
し
き
り
て
く
ひ
給
へ
ば
、
綱
そ
の
外
の
人
々
も
と
り
〴
〵
に

く
ふ
を
童
子
み
て
、「
此
酒
さ
か
な
に
お
く
す
る
な
ら
ば
、
し
や
飛

か
ゝ
ら
ん
」
と
お
も
ひ
ゐ
た
れ
ど
、
か
く
ゆ
ゝ
し
き
さ
ま
な
れ
ば
、

お
も
ひ
の
外
に
し
ら
け
て
た
ゞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
〴
〵
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
も
り
居
た
り
。

・
第
五
巻
第
五
段

か
く
て
童
子
、「
人
々
の
携
給
ひ
し
酒
給
は
ら
ん
」
と
こ
ふ
。

山
ぶ
し
た
ち
よ
ろ
こ
び
て
、
神
の
賜
は
り
し
酒
と
り
出
て
、

綱
し
や
く
に
た
つ
。
頼
光
の
給
や
う
、「
先ま
づ

こ
ゝ
ろ
み
て
ま
い
ら
せ
む
」

と
て
、
の
み
て
童
子
に
盃
を
さ
し
給
ふ
。
童
子
一
盃
を
つ
く
す
。

も
と
よ
り
神
妙
の
酒
な
れ
ば
其
味
甘
露
の
ご
と
く
な
る
に
、

「
こ
や
い
と
〳
〵
う
ま
き
酒
か
な
。
今
ま
で
に
か
ゝ
る
味
な
る
は

の
み
た
る
事
な
し
」
と
て
あ
ま
た
ゝ
び
か
た
ぶ
け
よ
ろ
こ
べ
る

あ
ま
り
に
、
を
の
れ
が
最
愛
の
女
房
の
さ
ぶ
ら
ふ
め
し
出
て
、

「
か
ゝ
る
う
ま
き
酒
給
は
ら
せ
む
」
と
て
ふ
た
り
の
女
房
を

め
し
い
で
、
右
左
に
す
へ
て
猶
々
め
で
つ
ゝ
の
む
ま
ゝ
に
、

神
妙
の
酒
に
よ
ゝ
と
酔
し
れ
て
、「
を
の
れ
が
む
か
し
語
を

な
し
て
き
か
せ
申
さ
む
。
弘
仁
の
む
か
し
、
傳
教
・
弘
法
の
ゑ
せ

法
師
ら
に
呪
咀
せ
ら
れ
て
、
こ
ゝ
か
し
こ
の
山
々
に
う
か
れ
あ
り

き
し
が
、
今
は
さ
る
も
の
も
な
く
、
此
峯
に
眷
属
あ
ま
た
つ
ど

は
せ
、
都
に
ゆ
き
か
よ
は
せ
、
萬
の
た
か
ら
を
は
じ
め
、
す
こ
し
も

わ
が
え
ん
と
お
も
ふ
も
の
を
ば
日
ご
と
に
と
り
あ
つ
め
、
何
事
も

心
の
ま
ま
に
た
の
し
み
く
ら
せ
り
。
さ
れ
ど
都
に
頼
光
と
て

大
悪
の
も
の
ゝ
ふ
あ
り
。
類
を
も
て
あ
つ
ま
れ
る
四
人
の
無
道

の
も
の
ら
が
む
ず
か
し
さ
に
、
都
の
か
た
へ
と
て
は
を
の
れ
は
ゆ
か
ず
」

な
ど
か
た
る
。
頼
光
の
給
や
う
、「
そ
の
頼
光
と
や
ら
ん
は
い
か
や
う
の

も
の
な
れ
ば
、
童
子
の
御
身
に
し
て
さ
ま
で
は
お
そ
れ
給
ぞ
や
。」
童
子

う
な
づ
き
て
、「
い
ぶ
か
し
が
り
給
も
む
べ
な
り
。
か
れ
は
武
夫
の
棟
梁

た
る
う
へ
、
八
幡
ふ
か
く
ま
も
ら
せ
給
へ
ば
、
さ
て
ぞ
心
を
か
れ
侍
」
と

か
た
り
な
が
ら
、
頼
光
を
つ
く
〴
〵
と
見
て
、「
そ
こ
の
つ
ら
つ
き
、

も
の
い
ふ
さ
ま
、
た
ゞ
う
ど
ゝ
は
見
え
ず
。
か
の
頼
光
な
ら
む
。
し
た

が
へ
る
も
の
ら
は
、
綱
・
公
時
・
貞
光
・
季
武
よ
。
童
子
が
み
る
め
は

た
が
は
じ
。
よ
し
い
か
な
る
頼
光
・
四
天
王
な
り
と
も
、
我
通
力
に
は

及
ぶ
べ
き
か
。
さ
ぶ
ら
ふ
も
の
ど
も
、
尋
常
の
人
々
と
お
も
ひ
あ
や
ま

ち
な
せ
そ
」
と
、
け
し
き
を
か
へ
の
ゝ
し
り
せ
る
。
頼
光
い
さ
ゝ
か
も

お
ど
ろ
か
で
、
う
ち
わ
ら
ひ
、「
た
ゞ
い
ま
御
物
語
を
き
ゝ
侍
れ
ば
、

頼
光
は
い
み
じ
き
悪
人
と
や
。
あ
な
け
が
ら
は
し
。
抑
わ
れ
ら
が
修
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六
九

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

355

行
は
物
の
命
を
た
す
く
る
事
を
む
ね
と
す
。
童
子
は
聞
給
は
ず
や
。

飢
た
る
鬼
に
身
を
あ
た
へ
、
鳩
の
は
か
り
に
身
を
か
け
し
も
、

皆
こ
れ
生
る
を
た
す
け
ん
た
め
な
り
。
い
か
で
か
の
悪
人
の

た
ぐ
ひ
な
ら
ん
」
と
は蜂

吹
ち
ぶ
き
の
給
に
、
童
子
は
か
ら
れ
て
面
の

色
を
し
づ
め
、「
い
か
に
も
頼
光
・
四
天
王
か
と
お
も
へ
ば
、
又
人

数
た
が
へ
り
。
よ
し
〳
〵
か
の
も
の
ら
が
こ
ゝ
ま
で
は
よ
も
き
た
る

ま
じ
。
た
ゞ
酔
の
ま
ぎ
れ
に
ひ
が
ご
と
申
つ
る
な
り
。
心
に
な

を
き
給
ひ
そ
。
猶
う
ち
と
け
て
く
み
給
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
も
」
と
て
数
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
む
。

・
第
五
巻
第
六
段

「
あ
な
風
情
な
や
。
た
そ
一
お
れ
ま
ひ
て
、
ま
ら
う
ど

た
ち
を
な
ぐ
さ
め
よ
」
と
い
ふ
。
お御

号
ご
う
や
が
て
う
た
ひ
け
る

や
う
、「
ま
ら
う
ど
は
い
か
な
る
あ
し
の
ま
よ
ひ
に
て　

酒
や
さ
か

な
と
こ
よ
ひ
な
る
ら
ん
」
と
三
か
へ
り
ば
か
り
う
た
ひ
つ
ゝ

ま
ひ
せ
り
。
綱
、「
は
ら
ぐ
ろ
な
る
や
つ
ば
ら
か
な
。
た
ゞ

今
鬼
ど
も
を
こ
そ
さ
か
な
に
せ
め
。
よ
し
や
、
ま
づ
童
子
が

こ
ゝ
ろ
も
と
を
さ
し
つ
ら
ぬ
き
、
さ
て
ぞ
小
鬼
ら
を
の
こ
り

な
く
き
り
つ
く
し
て
む
」
と
、
し
の
び
に
か
た
な
の
つ
か
を

握
り
た
る
に
、
頼
光
し
り
め
に
き
と
に
ら
ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

給
へ
ば
、
せ
む
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
て
ゐ
た
り
。

・
第
五
巻
第
七
段

童
子
さ
か
づ
き
と
り
た
る
に
、
公
時
、「
み
さ
か
な
つ
か
ふ
ま
つ

ら
む
」
と
て
、「
年
を
経
し
鬼
の
岩
屋
の
雲
き
り
も

風
ぞ
夜
の
ま
に
ふ
き
は
ら
ふ
べ
き
」
と
お
し
か
へ
し
う
た
ひ

ま
ふ
。
童
子
酔
の
あ
ま
り
に
此
哥
の
こ
と
葉
を
も
き
ゝ
え
ず
、

た
だ
う
ち
あ
げ
た
る
拍
子
、
舞
の
手
の
お
か
し
き
の
み
ぞ

「
お
も
し
ろ
し
、
〳
〵
」
と
興
じ
け
る
。
眷
属
の
中
に
は

を
の
づ
か
ら
聞
と
が
め
、
綱
が
い
か
れ
る
さ
ま
に
も
め
を
と
ゞ
め
て

「
あ
や
し
」
と
さ
ゝ
や
き
あ
ひ
た
る
も
あ
り
け
れ
ど
、「
童
子
の
心
に

た
が
は
じ
。
よ
し
や
、
さ
ま
れ
、
何
ば
か
り
の
事
か
あ
ら
ん
」
と
空
し
ら

ず
し
て
ぞ
あ
り
け
る
。
童
子
、「
か
ゝ
る
酒
を
山
里
に
し
て
は
い
か
ゞ

く
む
べ
き
や
。
こ
ひ
て
た
れ
〳
〵
も
一
つ杯き
を
く
む
べ
し
」
と
い
ふ

に
、
あ
ま
た
の
鬼
ど
も
、
此
ゆ
る
し
を
ま
ち
え
て
よ
ろ
こ
び
あ
ひ
つ
ゝ
、

と
り
〴
〵
盃
も
ち
出
た
り
。
山
伏
た
ち
ゑ
み
て
、「
い
く
ら
も
め
せ
」
と
い
ひ
、

の
ま
す
。
神
妙
の
酒
な
れ
ば
、
な
に
か
は
ゑ酔

は
で
あ
る
べ
き
。
童
子
、「
こ
の

わ
た
り
は
山
の
ふ
か
け
れ
ば
、
こ
と
に
夜
の
嵐
さ
む
く
侍
り
。
酒
お
ほ
く

く
み
、
あ
厚

衾

つ
ぶ
す
ま
か
さ
ね
給
へ
や
。
童
子
も
御
と
の
ゐ
つ
か
う
ま
つ

る
べ
け
れ
ど
、
酔
の
あ
ま
り
に
堪
べ
う
も
あ
ら
ね
ば
、
御
ゆ
る
し
を

え
て
ふ
し
ど
に
し退ぞ
く
べ
し
。
御
こ
ゝ
ろ
や
す
く
ふ
し

給
へ
。
ふ
た
り
の
女
房
は
し
ば
し
爰
に
て
猶
酒
を
す
ゝ
め

ま
い
ら
せ
よ
。
あ
す
ま
た
對
面
給
は
ら
ん
」
と
て
立
あ
が
り
、

ふ
し
ど
に
い
ら
む
と
す
る
あ
し
も
と
た
ど
〴
〵
し
く
よ
ろ

め
き
あ
り
く
さ
ま
、
こ
と
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
ひ
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ
ろ
し
。

・
第
五
巻
第
八
段

お
ご
う
・
き
り
王
よ
り
し
て
眷
属
の
鬼
ど
も
、
く
さ
〴
〵

の
さ
か
な
さ
ゝ
げ
い
づ
。
人
々
鬼
ど
も
に
酒
の
ま
す
る
が
中
に
も
、

む
ね
と
あ
る
鬼
に
は
こ
と
に
し
ゐ
て
ゑ酔

は
す
。
夜
ふ
け
ぬ
と
て

鬼
ど
も
を
の
が
じ
ゝ
ま
か
る
め
り
。
さ
れ
ど
ふ
し
ど
に
行
も
や
ら
ず
、

か
た
に
か
ゝ
り
た
す
け
ら
れ
か
へ
る
も
あ
り
。
あ
る
は
か
し
ら
を
か
ゝ
へ
、

お
と
が
い
を
さ
ゝ
へ
、
む
ね
を
う
ち
、
せ
を
そ
ら
し
、
は
ら
を
お
し
、

ゑ穢

土ど
つ
き
ち
ら
し
、
手
を
ち
ゞ
め
、
足
を
ひ
ら
き

　
　
　
　
　
　

な
ど
し
て
皆
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ろ
び
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
せ
り
。

・
第
五
巻
第
九
段

頼
光
か
の
女
房
た
ち
に
む
か
ひ
て
の
給
や
う
、「
わ
れ
〳
〵
は

勅
を
う
け
給
は
り
て
、
此
鬼
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
て
こ
ゝ
に
は

来
り
ぬ
。
天
の
つ
み
の
が
る
ま
じ
き
鬼
ど
も
な
れ
ば
、
や
す
く

う
ち
ほ
ろ
ぼ
し
、
や
が
て
都
に
と
も
な
ひ
申
べ
し
。
い
か
な
る
人
の

御
子
な
る
ぞ
」
と
と
ひ
給
ふ
。
と
も
に
涙
を
な
が
し
て
、「
こ
れ
は

花
園
の
む
す
め
な
り
。
い
ま
一
人
は
池
田
の
中
納
言
の

む
す
め
に
て
侍
」
と
声
を
の
み
て
し
の
び
に
な
く
。
頼
光
、

「
お
も
と
の
こ
ゝ
に
と
ら
は
れ
お
は
せ
し
を
、
ち
ゝ
君
ふ
か
く

か
な
し
み
て
、
事
の
よ
し
を
奏
し
奉
給
ひ
し
に
よ
り
、

か
た
じ
け
な
く
頼
光
を
め
さ
れ
、
か
く
勅
は
く
だ
り
し
」
と

の
給
に
、「
い
か
な
る
す
く
せ
に
て
か
ゝ
る
さ
か
ひ
に
さ
ま
よ
ふ

ら
ん
。
哀
と
く
う
ち
ほ
ろ
ぼ
し
、
都
に
か
へ
り
給
は
ん
に
ぐ
せ
ら

れ
ま
い
ら
せ
む
。
も
し
あ
や
ま
ち
て
う
ち
え
給
は
で
あ
ら
ん

と
き
、
い
か
に
か
せ
ま
し
」
と
て
な
く
。「
今
は
た
ゞ
御
心
や
す
か
れ
。

か
し
こ
き
勅
を
頼
光
ら
が
か
う
べ
に
い
た
ゞ
き
て
、
か
な
ら
ず

ほ
ろ
ぼ
さ
む
に
、
い
か
で
あ
や
ま
つ
事
の
あ
ら
ん
。
さ
ら
ば

　
　
　
　
　

し
る
べ
し
給
へ
。」
女
房
た
ち
、「
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
ど
は
よ
く
し
り
侍
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
く
〳
〵
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

む
か
い
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

べ
し
」
と
い
ふ
。
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七
〇

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

356

・
第
六
巻
第
一
段

か
く
て
、
人
々
笈
の
中
よ
り
兵
具
ど
も
手
ご
と
に

と
り
出
る
な
か
に
も
、
頼
光
三
神
の
賜
り
し
か
ぶ
と
を

か
う
ぶ
り
、
ひ緋を
ど縅

し
の
よ
ろ
ひ
に
い
み
じ
き
太
刀
は
き
た
り
。

と
り
〴
〵
ゆ
ゝ
し
く
さ装

束
う
ぞ
き
、
か
の
女
房
に
し
る
べ
せ
さ
せ
、

童
子
が
ふ
し
ど
へ
と
て
ゆ
く
。
所
々
ま
も
り
か
た
め
た
る
鬼
ど
も

み
な
酔
ふ
し
、
い
さ
ゝ
か
と
が
む
る
も
の
な
し
。
門
々
あ
ま
た

す
ぎ
、
石
の
は
し
あ
る
に
の
ぼ
り
て
見
れ
ば
、
く
ろ
が
ね
の

門
な
り
。
こ
ゝ
も
ひ
ら
け
て
ま
も
る
鬼
も
な
し
。
女
房
た
ち

の
し
る
べ
に
て
、
お
も
ひ
し
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
り
ぬ
。

・
第
六
巻
第
二
段

夜
い
た
く
更
ゆ
く
に
戸
の
ひ
ら
か
ね
ば
、
せ
む
か
た
な
く

ひ
そ
み
ゐ
て
、
神
力
を
ふ
か
く
た
の
み
お
は
す
る
に
、
三
神

ま
た
忽
然
と
現
じ
給
ひ
、「
ゆ
ゝ
し
く
も
こ
ゝ
に
は
き
た
り

け
る
よ
。
此
と
ぼ
そ
た
ゞ
今
ひ
ら
き
え
さ
せ
む
。
さ
て
酒
顚
が
手

足
は
く
さ
り
を
も
て
か
ら
め
を
き
ぬ
。
た
ゞ
ち
に
入
て
、
頼
光

は
か
れ
が
首
を
き
る
べ
し
。
五
人
も
露
お
そ
れ
ず
し
て

力
を
つ
く
せ
」
と
の
給
て
、
扉
を
お
し
給
ふ
と
見
へ
し
が
、

さ
し
も
か
た
め
し
と
ぼ
そ
の
ば
ら
〳
〵
と
く
だ
け
、
さ
と
ひ
ら
け

た
り
。
人
々
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

　
　
　
　
　
　

三
神
は
、「
は
や
い
り
ね
」
と
て
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ち
う
せ
給
へ
り
。

・
第
六
巻
第
三
段

人
々
童
子
の
ね
た
る
あ
た
り
う
か
ゞ
ふ
に
、
い
と
ひ
ろ
く

造
し
と殿の
ゝ
四
方
は
、
黒
が
ね
も
て
か
う
し
の
や
う
に
つ

く
り
め
ぐ
ら
し
、
入
べ
き
か
た
の
戸
も
同
じ
さ
ま
に
か
ま
へ
、

ふ
し
ど
に
は
火
あ
か
く
か
ゝ
げ
、
か
た
へ
の
壁
に
鉾
・
ま
さ
か
り
、

な
に
や
か
や
と
い
か
め
し
く
よ
せ
か
く
。
童
子
あ
ま
た
の
女
房
に

か
し
づ
か
れ
ふ
せ
る
が
、
神
妙
の
酒
骨
ず
い
に
し
み
た
る
と

お
ぼ
え
て
、
ふ
し
な
が
ら
堪
が
た
げ
に
う
め
く
聲
は
、
な
る

神
よ
り
も
ひ
ゞ
き
わ
た
れ
り
。
女
房
た
ち
、
こ
れ
迄
は

や
す
く
し
る
べ
し
け
れ
ど
、
童
子
が
み
づ
か
ら
さ
し
か
た
め

た
る
鉄
の
と
ぼ
そ
ひ
ら
く
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
「
い
か
ゞ
は
す
べ
き
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
わ
づ
ら
へ
り
。

・
第
六
巻
第
四
段

人
々
や
が
て
ふ
し
ど
に
い
り
、
童
子
が
ね
い
り
し
さ
ま
を

ま
ぢ
か
く
て
み
る
に
、
宵
の
姿
に
は
引
か
へ
、
た
け
二
丈
ば

か
り
に
て
、
髪
ふ
り
み
だ
し
ふ
し
た
る
。
た
と
へ
ん
か
た

な
く
い
と
お
そ
ろ
し
。
頼
光
た
ち
を
ぬ
き
か
ざ
し
て
、
や
を
ら

童
子
が
枕
が
み
に
立
給
へ
ば
、
五
人
も
左
右
に
立
か
こ
む
。

頼
光
こ
ゑ
を
は
な
ち
て
、「
や
よ
童
子
、
か
し
こ
き
勅
を
か
う
ぶ
り
て

汝
を
き
ら
む
た
め
に
六
人
が
む
か
ひ
た
る
ぞ
。
天
の
せ
め
い
か
で

の
が
る
べ
き
」
と
よ
ば
ゝ
り
給
に
、
童
子
お
ど
ろ
き
て
お
き
む
と

す
る
を
、
頼
光
、
童
子
が
首
は
た
と
う
ち
お
と
し
給
へ
ば
、
む
く

ろ
な
を
起
た
ら
む
と
す
れ
ど
、
三
神
の
く
さ
り
に
つ
な
ぎ
置

給
ひ
け
れ
ば
か
な
は
ず
、
五
人
も
を
の
〳
〵
え
い
声
を
出
し

て
き
る
。
血
は
水
の
ほ
と
ば
し
る
や
う
な
り
。
そ
の
首
た
か

く
飛
あ
が
り
て
、
頼
光
の
か
ぶ
と
に
し
た
ゝ
か
に
か
み
つ
き
た
る

が
、
頼
光
や
が
て
引
お
と
し
給
ひ
つ
。
神
の
賜
り
し

　
　
　
　
　
　

か
ぶ
と
な
り
け
れ
ば
、
い
さ
ゝ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
や
ま
ち
な
か
り
け
り
。

・
第
六
巻
第
五
段

心
の
ま
ゝ
に
童
子
を
き
り
こ
ろ
し
給
ひ
、
と
ば
か
り

や
す
ら
ひ
て
、「
い
ざ
、
眷
属
ら
を
み
な
ご
ろ
し
に
せ
む
」
と
て
、

綱
、
ま
づ
か
の
か
べ
に
よ
せ
か
け
た
る
ま
さ
か
り
を
と
り
て
、

う
ち
ふ
り
〳
〵
庭
に
お
ど
り
い
づ
。
酔
ふ
し
た
る
鬼
ど
も

お
ど
ろ
き
て
、
鉾
・
う
ち
が
た
な
と
り
〴
〵
あ
は
て
あ
へ
り
。
綱
は

石
橋
の
も
と
に
て
お御

ご号う
と
う
ち
あ
ふ
。
お
ご
う
打
も
の
を

と
り
て
は
不
雙
の
手
き
ゝ
な
れ
ば
、
お
ど
り
か
ゝ
り
た
ゝ
か
ふ
に
、

い
づ
れ
ま
け
つ
べ
う
も
見
え
ず
。
綱
、
ひ
ま
を
う
か
ゞ
ひ
て

引
く
み
た
る
時
、
貞
光
は
し
り
き
て
お
ご
う
の
首
を
う
ち

お
と
し
ぬ
。
季
武
は
き桐り
王
と
と
も
に
電
を
ち
ら
し
て

う
ち
あ
ひ
け
る
。
季
武
が
息
を
も
つ
か
せ
ず
せ
め
う
ち
た
れ
ば
、

階
の
下
に
さ
か
し
ま
に
う
ち
お
と
さ
れ
し
を
、
お
こ
し
も
た

め
ず
首
を
と
る
。
ら羅

し刹や
・
あ阿

ば防う
も
千
変
萬
化
う
ち

あ
へ
ど
、
人
々
の
ま
な
か
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
終
に

う
た
れ
ぬ
。
あ
ま
た
の
鬼
ど
も
、
こ
ゝ
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
て
み
な
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
ほ
ろ
ぼ
さ
る
。

・
第
六
巻
第
六
段

「
今
は
」
と
て
人
々
門
を
い
づ
れ
ば
、
門
も
り
の
鬼
ら
は
、「
先
に

引
さ
き
く
は
ざ
り
け
る
こ
と
お
ろ
か
な
れ
。
に
く
き
山
伏
ど
も

の
た
ば
か
り
ぞ
」
と
て
、
異
類
異
形
な
る
が
、
さ
ま
〴
〵
の
う
ち
も
の

と
り
〴
〵
に
う
ち
ふ
り
お
め
き
か
ゝ
る
を
、
人
々
追
つ
め
〳
〵
し
て
、

の
こ
り
な
く
う
ち
ぬ
。「
も
し
童
子
が
す
め
る
や
の
う
ち
に

う
ち
も
ら
し
た
る
鬼
や
あ
る
。
た
づ
ね
む
」
と
て
立
か
へ
り
み
る
に
、
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七
一

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

357

只
今
ま
で
珠
玉
を
も
て
か
ざ
り
た
る
と
の
づ
く
り
と

見
え
、
庭
に
は
四
季
の
さ
か
り
を
あ
ら
は
せ
し
木
草
も
、

酒
顚
が
ほ
ろ
び
し
か
ば
、
た
ゞ
風
の
前
の
雲
の
や
う
に

跡
は
か
も
な
く
な
り
て
、
い
と
さ
が
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
ほ
ば
か
り
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
び
へ
た
ち
ぬ
。

・
第
六
巻
第
七
段

花
園
・
池
田
の
む
す
め
よ
り
し
て
、
女
房
あ
ま
た
岩
か
げ
に

つ
ど
ひ
な
き
ゐ
た
り
。
童
子
の
う
た
る
ゝ
ほ
ど
の
お
そ
ろ
し

さ
に
お
く
の
か
た
に
は
し
り
入
て
、
心
も
消
ま
ど
ひ
つ
ゝ
あ
り
し
が
、

い
き
出
た
る
こ
ゝ
ち
し
て
、
よ
ろ
こ
び
あ
へ
り
。
う
ち
つ
れ
て
こ
ゝ

か
し
こ
を
み
る
に
、
人
の
か
ば
ね
い
く
千
萬
と
も
な
く
、

古
も
新
も
あ
り
。
こ
と
に
い
つ
く
し
き
女
房
の
手
足
な
か
ば

ば
か
り
切
た
る
あ
り
。「
こ
れ
ぞ
か
の
さ
か
な
に
き
ら
れ
た
る
堀
江

中
将
の
女
よ
」
と
て
み
な
〳
〵
な
く
。
人
々
も
、「
哀
命
あ
ら
ん
に
は

都
に
と
も
な
ふ
べ
き
を
」
と
て
其
か髪み
を
き
り
、「
父
母
の
も
と
に

を
く
ら
ん
」
と
て
も
て
り
。「
猶
眷
属
の
か
く
れ
す
む
や
あ
る
」
と
、

岩
屋
〳
〵
の
こ
る
隈
な
く
さ
が
し
求
る
に
、
童
子
が
む
ね
と
頼

た
る
金
く熊ま
・
石
く熊ま
さ
し
も
剛
な
る
鬼
の
、
よ
べ
の
酒
に

な
や
ま
さ
れ
て
岩
や
の
お
く
ふ
か
く
ふ
し
た
る
が
、
人
々
の
入

く
る
を
み
て
、
つ
る
ぎ
も
と
り
あ
へ
ず
左
右
の
手
を
あ
げ
、

つ
か
み
く
ら
は
む
と
お
ど
り
か
く
る
を
、
手
と
り
足
と
り
遂
に

と
り
ひ
し
ぎ
、
か
ひ
な
も
お
れ
よ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ば
り
て
首
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
り
た
り
。

・
第
六
巻
第
八
段

ひ
と
〴
〵
女
房
連
を
い
た
は
り
と
も
な
ひ
、
酒
顚
・
お御

ご号う
・

き桐り
王
・
ら羅

し刹や
・
あ阿

ば防う
・
か金な
く熊ま
・
い石し
く熊ま
、
そ
の
外
も

む
ね
と
お
ぼ
し
き
鬼
の
く
び
、
と
り
〴
〵
に
お
ひ
つ
れ
、
あ
ま
た
の

峯
を
こ
へ
、
谷
を
わ
た
り
、
か
ら
う
じ
て
麓
の
方
へ
出
け
る
が
、

都
よ
り
あ
ま
た
の
つ
は
も
の
ど
も
迎
に
と
て
来
り
あ
ひ
た
り
。

ま
づ
、
お
ほ
く
の
鬼
ど
も
の
こ
り
な
く
ほ
ろ
び
し
よ
し
を
、

人
し
て
と
く
み
や
こ
に
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ぼ
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る
。

・
第
六
巻
第
九
段

頼
光
た
や
す
く
鬼
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
か
へ
り
の
ぼ
り
給
と
聞
え
し

か
ば
、
子
を
と
ら
れ
、
妻
を
う
ば
は
れ
た
る
人
々
、
親
・
は
ら
か
ら

よ
り
し
て
一
族
の
も
の
ら
よ
ろ
こ
び
あ
ひ
、
を
の
れ
先
に
と

こ
し
・
く
る
ま
を
は
せ
て
、
い
そ
ぎ
立
つ
ゝ
む
か
へ
に
つ
か
は
す
。

頼
光
よ
り
し
て
五
人
の
ひ
と
〴
〵
、
鬼
の
首
ど
も
を
さ
き

に
も
た
せ
、
は
な
や
か
に
よ装そ
ひ
つ
れ
て
の
ぼ
ら
れ
け
る
。

路
の
ほ
ど
、
た
か
き
・
い
や
し
き
を
い
は
ず
、
皆
々
よ
ろ
こ
び

あ
つ
ま
り
て
見
る
さ
ま
、
所
せ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
つ
ど
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ゝ
し
く
に
ぎ
は
ゝ
し
。

・
第
六
巻
第
十
段

さ
れ
ば
帝
御
感
大
か
た
な
ら
ず
。
頼
光
よ
り
は
じ
め

し
た
が
ひ
た
る
人
々
に
も
こ
と
に
お
も
き
恩
賞
下
し

た
ま
は
り
し
か
ば
、
頼
光
か
し
こ
み
よ
ろ
こ
び
て
、「
是
ひ
と

へ
に
三
神
の
御
め
ぐ
み
よ
」
と
て
、
と
り
〴
〵
奉
幣

あ
り
し
と
ぞ
。
か
ゝ
り
し
よ
り
後
は
、
四
の
う
み
波

し
づ
か
に
八
の
す
み
風
穏
に
し
て
、
万
民

　
　
　
　
　

み
な
戸
さ
ゝ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
を
ぞ
あ
ふ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
し
み
け
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
む
。
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七
二

美
　
術
　
研
　
究
　
　
四
　
三
　
五
　
号

358

図　

版　

要　

項

一　
　
　

羅
蕙
錫
筆　

華
寧
殿
芍
薬 

（
カ
ラ
ー
）

油
彩
・
板　

一
面　

縦
三
四
・
〇
㎝　

横
二
三
・
〇
㎝ 

韓
国　

国
立
現
代
美
術
館
蔵

同
館
画
像
提
供

一　

李
聖
禮
「
二
十
世
紀
前
半
の
韓
国
に
お
け
る
「
風
景
」
の
認
識
と
そ
の
受
容
」
参
照

二
︱
六　

住
吉
廣
行
筆　

酒
呑
童
子
絵
巻 

（
カ
ラ
ー
）

絹
本
著
色　

六
巻　

第
一
巻　

縦
四
一
・
〇
㎝　

長
二
一
〇
八
・
三
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
巻　

縦
四
一
・
〇
㎝　

長
一
九
四
六
・
八
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
巻　

縦
四
一
・
〇
㎝　

長
一
五
三
一
・
一
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
巻　

縦
四
一
・
〇
㎝　

長
二
一
四
〇
・
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
巻　

縦
四
一
・
〇
㎝　

長
一
八
五
〇
・
三
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
巻　

縦
四
一
・
〇
㎝　

長
二
三
〇
〇
・
〇
㎝

 
ド
イ
ツ　

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵

同
館
画
像
提
供

二
︱
六　

江
村
知
子
「
研
究
資
料　

新
出
の
住
吉
廣
行
筆
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」（
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
」
参
照

図
版
は
い
ず
れ
も
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
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